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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定することと、前記第２のサブフレーム持続時間は、前記第１のサブ
フレーム持続時間の１／２である、
　前記第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接リソースブロック（ＲＢ）を使用
してリソースを割り振ることと、前記第２のサブフレーム構造の前記隣接ＲＢが、前記第
１のサブフレーム構造の単一のＲＢに等しい、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記第１のキャリアが認可無線周波数スペクトル帯域内であり、前記第２のキャリアが
無認可無線周波数スペクトル帯域内である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
送信することと、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
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送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
受信することと、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
受信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して、少なくとも１つのユーザ機器に、前記第
２のキャリア内のチャネルを送信することをさらに備え、前記第２のサブフレーム持続時
間が前記第１のサブフレーム持続時間よりも小さい、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のサブフレーム構造の２つ以上のリソースブロック（ＲＢ）に基づいて、前記
少なくとも１つのユーザ機器に、前記チャネルの、ダウンリンクリソース、ダウンリンク
復調基準信号（ＤＬ　ＤＭ－ＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
のうちの少なくとも１つを割り当てることをさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のサブフレーム構造に対して、前記第２のサブフレーム構造についてのトラン
スポートブロックサイズ（ＴＢＳ）の決定、またはチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィード
バック用のサブバンドサイズのうちの少なくとも１つを調整することをさらに備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のサブフレーム構造に基づくサブフレームから前記第２のサブフレーム構造に
基づくサブフレームに、コンポーネントキャリア（ＣＣ）をクロススケジュールするため
に制御チャネルを使用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　クロスサブフレームスケジューリングまたはマルチサブフレームスケジューリングのう
ちの少なくとも１つを使用して、前記第２のサブフレーム構造を有するサブフレームのコ
ンポーネントキャリア（ＣＣ）のスケジューリングを実行することをさらに備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　アップリンクサブフレームを介して、１つまたは複数のダウンリンクサブフレームに対
する肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを受信することをさらに備
え、前記１つまたは複数のダウンリンクサブフレームが前記第２のサブフレーム構造に基
づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのために、前記第２のサブフレーム構造に基づく２つ
以上のダウンリンクサブフレームが、前記第１のサブフレーム構造に基づく単一のアップ
リンクサブフレームにマッピングされる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のサブフレーム構造の単一のサブフレームを使用して、前記第２のサブフレー
ム構造の複数のサブフレームをスケジュールすることをさらに備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項１３】
　送信されるべきチャネルのタイプを識別することと、
　前記第１のサブフレーム持続時間または前記第２のサブフレーム持続時間のいずれかを
使用して、アップリンクサブフレームにおいて前記チャネルのタイプを送信することと
　をさらに備え、前記サブフレーム持続時間が前記識別されたチャネルタイプに少なくと
も部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
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【請求項１４】
　少なくとも１つのダウンリンクチャネルまたは少なくとも１つのアップリンクチャネル
が、前記第１のサブフレーム持続時間を有する前記第１のサブフレーム構造に基づくか、
または前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造に基づくか
の少なくとも１つの指示を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ダウンリンク制御チャネルのサブフレーム持続時間を検出することと、
　前記ダウンリンク制御チャネルの前記サブフレーム持続時間に少なくとも部分的に基づ
いて、ダウンリンク共有チャネルのサブフレーム持続時間を決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのノードが、ユーザ機器（ＵＥ）または発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のキャリアおよび前記第２のキャリアが、キャリアアグリゲーション動作の一
部である、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のキャリアおよび前記第２のキャリアが、二重接続動作の一部である、請求項
１に記載の方法。
【請求項１９】
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定するための手段と、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定するための手段と、前記第２のサブフレーム持続時間は、前記第１
のサブフレーム持続時間の１／２である、
　前記第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接リソースブロック（ＲＢ）を使用
してリソースを割り振るための手段と、前記第２のサブフレーム構造の前記隣接ＲＢが、
前記第１のサブフレーム構造の単一のＲＢに等しい、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２０】
　前記第１のキャリアが認可無線周波数スペクトル帯域内であり、前記第２のキャリアが
無認可無線周波数スペクトル帯域内である、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して、少なくとも１つのユーザ機器に、前記第
２のキャリア内のチャネルを送信するための手段をさらに備え、前記第２のサブフレーム
持続時間が前記第１のサブフレーム持続時間よりも小さい、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令が、
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定することと、前記第２のサブフレーム持続時間は、前記第１のサブ
フレーム持続時間の１／２である、
　前記第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接リソースブロック（ＲＢ）を使用
してリソースを割り振ることと、前記第２のサブフレーム構造の前記隣接ＲＢが、前記第
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１のサブフレーム構造の単一のＲＢに等しい、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信することと
　を行うように、前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置
。
【請求項２３】
　前記第１のキャリアが認可無線周波数スペクトル帯域内であり、前記第２のキャリアが
無認可無線周波数スペクトル帯域内である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記命令が、
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
送信することと、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
送信することと
　を行うように、前記プロセッサによって実行可能である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記命令が、
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
受信することと、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
受信することと
　を行うように、前記プロセッサによって実行可能である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令が、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して、少なくとも１つのユーザ機器に、前記第
２のキャリア内のチャネルを送信することを行うように、前記プロセッサによって実行可
能であり、前記第２のサブフレーム持続時間が前記第１のサブフレーム持続時間よりも小
さい、請求項２２に記載の装置。
【請求項２７】
　前記命令が、
　前記第２のサブフレーム構造の２つ以上のリソースブロック（ＲＢ）に基づいて、前記
少なくとも１つのユーザ機器に、前記チャネルの、ダウンリンクリソース、ダウンリンク
復調基準信号（ＤＬ　ＤＭ－ＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
のうちの少なくとも１つを割り当てることを行うように、前記プロセッサによって実行可
能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体であって、前記コードが、
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定することと、前記第２のサブフレーム持続時間は、前記第１のサブ
フレーム持続時間の１／２である、
　前記第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接リソースブロック（ＲＢ）を使用
してリソースを割り振ることと、前記第２のサブフレーム構造の前記隣接ＲＢが、前記第
１のサブフレーム構造の単一のＲＢに等しい、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信することと
　を行うように、プロセッサによって実行可能である、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１４年７月１７日に
出願された、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｅｎａｂｌｉｎｇ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｕｓｉｎｇ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ
　Ｈａｖｉｎｇ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ　Ｄｕｒａｔｉｏｎｓ」と題す
る、Ｃｈｅｎらによる米国特許出願第１４／３３４，１５１号、および２０１３年１０月
４日に出願された、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｅｎａｂｌｉｎｇ　Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｕｓｉｎｇ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ　Ｓｔｒｕｃｔｕ
ｒｅｓ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ　Ｄｕｒａｔｉｏｎｓ」
と題する、Ｃｈｅｎらによる米国仮特許出願第６１／８８７，３２６号の優先権を主張す
る。
【０００２】
　[0002]　本開示は、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、異なるサブフレーム持続時
間（subframe duration）を有する異なるサブフレーム構造（subframe structure）を使
用して異なるキャリアにおいて通信するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージ
ング、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている
。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有すること
によって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのアクセスポイントを含み得る。セ
ルラーネットワークのアクセスポイントは、ノードＢ（ＮＢ）または発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）などのいくつかの基地局を含み得る。ワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）のアクセスポイントは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ノードなどのいくつかのＷＬＡ
Ｎアクセスポイントを含み得る。各アクセスポイントは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）
のための通信をサポートすることができ、しばしば、同時に複数のＵＥと通信することが
できる。同様に、各ＵＥは、いくつかのアクセスポイントと通信することができ、時々、
複数のアクセスポイントおよび／または異なるアクセス技術を採用するアクセスポイント
と通信することができる。アクセスポイントは、ダウンリンクとアップリンクとを介して
ＵＥと通信することができ。ダウンリンク（または順方向リンク）はアクセスポイントか
らＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥからアクセス
ポイントへの通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]　セルラーネットワークがより過密になるにつれて、事業者は、容量を増加させ
る方法に注目し始めている。１つの手法は、セルラーネットワークのトラフィックおよび
／またはシグナリングのいくつかをオフロードするＷＬＡＮの使用を含み得る。認可スペ
クトルで動作するセルラーネットワークとは異なり、Ｗｉ－Ｆｉネットワークは一般に無
認可スペクトルで動作するので、ＷＬＡＮ（またはＷｉ－Ｆｉネットワーク）は魅力的で
ある。異なるプロトコル（たとえば、セルラープロトコルとＷＬＡＮプロトコル）を使用
して通信するデバイスがスペクトルを共有するとき、異なる事業者によって送信された（
または異なる事業者から受信された）信号を区別することは有用であり得る。
【０００６】
　[0006]　認可無線周波数スペクトルを使用する現在のセルラープロトコルは、ある特定
の持続時間のサブフレーム構造を使用することができる。無認可無線周波数スペクトルを
使用するプロトコルは、２つのプロトコル間の何らかの共通性を維持するために同じ持続
時間のサブフレーム構造を使用することができる。しかしながら、認可無線周波数スペク
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トル帯域（licensed radio frequency spectrum band）を使用する通信および無認可無線
周波数スペクトル帯域（unlicensed radio frequency spectrum band）を使用する通信に
、異なるサブフレーム持続時間を有する異なるサブフレーム構造が有用であり得る様々な
通信シナリオが存在する。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　本開示は、一般に、ワイヤレス通信のための１つまたは複数の改善された方法
および／または装置に関する。一例では、ワイヤレス通信のための方法が記載される。一
構成では、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する
サブフレーム構造が決定され得る。第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフ
レーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造が決定される場合もある。少なくとも１
つのノードと通信するために、少なくとも第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造が使用され得る。
【０００８】
　[0008]　いくつかの実施形態では、第１のキャリアは認可無線周波数スペクトル帯域内
であり得るし、第２のキャリアは無認可無線周波数スペクトル帯域内であり得る。
【０００９】
　[0009]　いくつかの実施形態では、第１のチャネルは第１のサブフレーム持続時間を使
用して第１のキャリアにおいて送信される場合があり、第２のチャネルは第２のサブフレ
ーム持続時間を使用して第２のキャリアにおいて送信され得る。
【００１０】
　[0010]　いくつかの実施形態では、第１のチャネルは第１のサブフレーム持続時間を使
用して第１のキャリアにおいて受信される場合があり、第２のチャネルは第２のサブフレ
ーム持続時間を使用して第２のキャリアにおいて受信され得る。
【００１１】
　[0011]　いくつかの実施形態では、チャネルは、第２のサブフレーム持続時間を使用し
て、少なくとも１つのユーザ機器に、第２のキャリアにおいて送信され得る。第２のサブ
フレーム持続時間は、第１のサブフレーム持続時間よりも小さい場合がある。
【００１２】
　[0012]　いくつかの実施形態では、チャネルのダウンリンクリソース（downlink resou
rce）は、第２のサブフレーム構造の２つ以上のリソースブロック（ＲＢ：resource bloc
k）に基づいて、少なくとも１つのユーザ機器に割り当て（assign）られ得る。場合によ
っては、第２のサブフレーム構造の２つ以上のＲＢに基づいて、チャネルのダウンリンク
復調基準信号（ＤＬ　ＤＭ－ＲＳ：downlink demodulation reference signal）が割り当
てられ得る。場合によっては、第２のサブフレーム構造の２つ以上のＲＢに基づいて、チ
ャネルのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information refere
nce signal）が割り当てられ得る。
【００１３】
　[0013]　いくつかの実施形態では、リソースは、第２のサブフレーム構造の少なくとも
１対の隣接（adjacent）ＲＢを使用して割り振られ（allocate）得る。第２のサブフレー
ム構造の隣接ＲＢは、第１のサブフレーム構造の単一のＲＢと一緒に機能することができ
る。場合によっては、第２のサブフレーム構造についてのトランスポートブロックサイズ
（ＴＢＳ：transport block size）の決定は、第１のサブフレーム構造に対して調整（ad
just）され得る。場合によっては、第２のサブフレーム構造についてのチャネル状態情報
（ＣＳＩ：channel state information）フィードバック用のサブバンドサイズは、第１
のサブフレーム構造に対して調整され得る。場合によっては、ＣＳＩフィードバック用の
サブバンドサイズは、１６個のＲＢのサブバンドサイズを含むように調整され得る。
【００１４】
　[0014]　いくつかの実施形態では、リソースは、第２のサブフレーム構造の単一ＲＢ割
振りに基づいて割り振られる場合があり、割り当てられるＲＢの数は、インデックスを生
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成するために第２のサブフレーム持続時間に基づく係数によって乗算される場合があり、
インデックスは、ＴＢＳ決定を実行するために使用され得る。
【００１５】
　[0015]　いくつかの実施形態では、制御チャネルは、第１のサブフレーム構造に基づく
サブフレームから第２のサブフレーム構造に基づくサブフレームに、コンポーネントキャ
リア（ＣＣ：component carrier）をクロススケジュール（cross schedule）するために
使用され得る。制御チャネルは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical
 downlink control channel）を含み得る。
【００１６】
　[0016]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム構造を有するサブフレームのＣ
Ｃのスケジューリングが実行され得る。場合によっては、第２のサブフレーム構造を有す
るサブフレームのＣＣは、サブフレームをまたいでスケジュールされるか、または複数の
サブフレームについてスケジュールされ得る。場合によっては、ＣＣのスケジューリング
は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ：enhanced physical downlink c
ontrol channel）を使用して実行され得る。
【００１７】
　[0017]　いくつかの実施形態では、１つまたは複数のダウンリンクサブフレームに対し
て、アップリンクサブフレームを介して、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィ
ードバックが受信され得る。１つまたは複数のダウンリンクサブフレームは、第２のサブ
フレーム構造に基づき得る。
【００１８】
　[0018]　場合によっては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのために、第２のサブフレ
ーム構造に基づく２つ以上のダウンリンクサブフレームが、第１のサブフレーム構造に基
づく単一のアップリンクサブフレームにマッピングされ得る。場合によっては、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫフィードバックのために、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリ
ンクサブフレームが、第２のサブフレーム構造に基づく単一のアップリンクサブフレーム
にマッピングされ得る。
【００１９】
　[0019]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム構造の複数のサブフレームは、
第１のサブフレーム構造の単一のサブフレームを使用してスケジュールされ得る。
【００２０】
　[0020]　いくつかの実施形態では、インジケータは、通信の次の周期の間のサブフレー
ム持続時間を示すためにブロードキャストされ得る。
【００２１】
　[0021]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間を有するダウンリンク
サブフレームは、第２のキャリアにおいて送信され得る。
【００２２】
　[0022]　いくつかの実施形態では、第１のサブフレーム持続時間を有するアップリンク
サブフレームは、第１のキャリアにおいて受信され得る。
【００２３】
　[0023]　いくつかの実施形態では、第１のサブフレーム持続時間を有するアップリンク
サブフレームは、第１のキャリアにおいて送信され得る。
【００２４】
　[0024]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間を有するダウンリンク
サブフレームは、第２のキャリアにおいて受信され得る。
【００２５】
　[0025]　いくつかの実施形態では、送信されるべきチャネルのタイプが識別される場合
があり、そのチャネルは、第１のサブフレーム持続時間または第２のサブフレーム持続時
間のいずれかを使用して、アップリンクサブフレームにおいて送信され得る。使用される
サブフレーム持続時間は、識別されたチャネルタイプに少なくとも部分的に基づき得る。
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【００２６】
　[0026]　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのダウンリンクチャネルまたは少な
くとも１つのアップリンクチャネルが、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブ
フレーム構造に基づくか、または第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレー
ム構造に基づくかの少なくとも１つの指示が受信され得る。
【００２７】
　[0027]　いくつかの実施形態では、ダウンリンク制御チャネルのサブフレーム持続時間
が検出される場合があり、ダウンリンク制御チャネルのサブフレーム持続時間に少なくと
も部分的に基づいて、ダウンリンク共有チャネルのサブフレーム持続時間が決定され得る
。
【００２８】
　[0028]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム構造の１つまたは複数のダウン
リンクサブフレームについて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが送信され得る。
【００２９】
　[0029]　いくつかの実施形態では、第１のサブフレーム持続時間は１ミリ秒（ｍｓ）で
あり得る。
【００３０】
　[0030]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間は０．５ミリ秒（ｍｓ
）であり得る。
【００３１】
　[0031]　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのノードは、ユーザ機器（ＵＥ：us
er equipment）または発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）を含み得る。
【００３２】
　[0032]　いくつかの実施形態では、第１のキャリア内のコンポーネントキャリアは、認
可スペクトルにおける１次コンポーネントキャリアとして決定される場合があり、第２の
キャリア内の少なくとも１つのコンポーネントキャリアは、無認可スペクトルにおける２
次コンポーネントキャリアとして決定され得る。場合によっては、無認可スペクトルにお
ける第２のキャリアは、認可スペクトルにおける１次コンポーネントキャリアへの補助ダ
ウンリンクとして動作することができる。場合によっては、第１のキャリアおよび第２の
キャリアは、キャリアアグリゲーション動作（carrier aggregation operation）の一部
であり得る。場合によっては、第１のキャリア内のコンポーネントキャリアおよび第２の
キャリア内の少なくとも１つのコンポーネントキャリアは、二重接続動作（dual-connect
ivity operation）の一部であり得る。
【００３３】
　[0033]　ワイヤレス通信のための装置が記載される。一構成では、装置は、第１のキャ
リアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構
造を決定するための手段と、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム
持続時間を有する第２のサブフレーム構造を決定するための手段と、少なくとも第２のサ
ブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用して少なくとも１つのノード
と通信するための手段とを含み得る。
【００３４】
　[0034]　ワイヤレス通信のための別の装置も記載される。一構成では、装置は、プロセ
ッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る
。命令は、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する
第１のサブフレーム構造を決定することと、第２のキャリアにおいて通信するための第２
のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を決定することと、少なくとも
第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用して少なくとも１つ
のノードと通信することとを行うように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００３５】
　[0035]　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品も記載される。一構成で
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は、コンピュータプログラム製品は、非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。非一時
的コンピュータ可読媒体は、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム
持続時間を有する第１のサブフレーム構造を決定することと、第２のキャリアにおいて通
信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を決定するこ
とと、少なくとも第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用し
て少なくとも１つのノードと通信することとを行うように、プロセッサによって実行可能
な命令を記憶することができる。
【００３６】
　[0036]　記載される方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施する
ための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。発明を実施するための形
態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が当業者に明らかになるので、発明を実施
するための形態および特定の例は、例示として与えられるにすぎない。
【００３７】
　[0037]　以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が
実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る
。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同
様の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。本明細
書において第１の参照符号のみが使用される場合、説明は、第２の参照符号にかかわらず
、同じ第１の参照符号を有する同様の構成要素のうちの任意の１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】[0038]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２Ａ】[0039]　本開示の様々な態様による、無認可スペクトルにおいてロングターム
エボリューション（ＬＴＥ（登録商標）：long term evolution）を使用するための展開
シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】[0040]　本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を展開
するＬＴＥ用のスタンドアロンモードの一例を示すワイヤレス通信システムを示す図。
【図３】[0041]　本開示の様々な態様による、無認可スペクトルにおけるセルラーダウン
リンク用の無認可フレーム／間隔の例を示す図。
【図４】[0042]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置を示すブロック図。
【図５】[0043]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置を示すブロック図。
【図６】[0044]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信に使用可能な通信管理モジ
ュールの一実施形態を示すブロック図。
【図７】[0045]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信用に構成されるｅＮＢを示
すブロック図。
【図８】[0046]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信用に構成されるＵＥを示す
ブロック図。
【図９】[0047]　本開示の様々な態様による、ｅＮＢとＵＥとを含むように示された多入
力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムのブロック図。
【図１０】[0048]　本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬＴ
Ｅ展開の補助ダウンリンクモードにおいてダウンリンクサブフレームの送信に使用可能な
周期的ゲーティング間隔（periodic gating interval）の一例を示す図。
【図１１】[0049]　本開示の様々な態様による、図１０に示された無認可無線周波数スペ
クトル帯域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９のＣＣの同一キャリアスケジューリングの一
例を示す図。
【図１２】[0050]　本開示の様々な態様による、図１０に示された無認可無線周波数スペ
クトル帯域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９のＣＣのクロスキャリアスケジューリング（
cross-carrier scheduling）の一例を示す図。
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【図１３】[0051]　本開示の様々な態様による、図１０～図１２を参照して記載されるサ
ブフレーム構造を使用するＣＣＡ除外送信（ＣＥＴ：CCA Exempt Transmission）の一例
を示す図。
【図１４】[0052]　本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬＴ
Ｅ展開のキャリアアグリゲーションモードまたはスタンドアロンモードにおいてダウンリ
ンクサブフレームの送信に使用可能な周期的ゲーティング間隔の一例を示す図。
【図１５】[0053]　本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬＴ
Ｅ展開のキャリアアグリゲーションモードまたはスタンドアロンモードにおいてアップリ
ンクサブフレームの送信に使用可能な周期的ゲーティング間隔の一例を示す図。
【図１６】[0054]　本開示の様々な態様による、図１４または図１５に示される無認可無
線周波数スペクトル帯域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９のＣＣのクロスキャリアスケジ
ューリングの一例を示す図。
【図１７Ａ】[0055]　本開示の様々な態様による、レーダー検出（radar detection）に
使用可能な周期的ゲーティング間隔の一例を示す図。
【図１７Ｂ】本開示の様々な態様による、レーダー検出に使用可能な周期的ゲーティング
間隔の一例を示す図。
【図１８】[0056]　本開示の様々な態様による、第２のキャリアにおいて通信するための
０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間を有するサブフレーム構造のダウンリンクサブフレ
ームまたはアップリンクサブフレーム用のＤＭ－ＲＳパターンの生成を示す図。
【図１９】[0057]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示
すフローチャート。
【図２０】[0058]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の別の例を
示すフローチャート。
【図２１】[0059]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の別の例を
示すフローチャート。
【図２２】[0060]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の別の例を
示すフローチャート。
【図２３】[0061]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の別の例を
示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　[0062]　認可および無認可の無線周波数スペクトル帯域を使用して、ワイヤレス通信用
のサブフレームの構造を決定するための技法が記載される。ロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）などのワイヤレス通信システムでは、認可無線周波数スペクトル帯域が使用
され得る。チャネルは、ある特定の持続時間（たとえば、１ミリ秒（ｍｓ））のサブフレ
ーム構造において送信され得る。無認可無線周波数スペクトル帯域の使用を展開するＬＴ
Ｅの場合、無認可無線周波数スペクトル帯域はワイヤレス通信に使用され得る。これらの
展開の場合、ＬＴＥサブフレーム構造との共通性を維持するために、１ｍｓベースのサブ
フレーム構造が使用され得る。しかしながら、送信の持続時間が１ミリ秒とは異なる場合
があるので、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用するＬＴＥ展開において、１ミリ秒
のサブフレーム持続時間を有するサブフレーム構造を適用することができないケースがあ
る。
【００４０】
　[0063]　一例では、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）除外送信（ＣＥＴ）の場合
、持続時間は１ミリ秒よりも小さい場合がある。たとえば、ダウンリンク（ＤＬ）ＣＥＴ
の場合、４シンボルが送信に使用され得る。アップリンク（ＵＬ）ＣＥＴの場合、６シン
ボルまたは７シンボルが使用され得る。別の例では、ＤＬ　ＣＣＡまたはＵＬ　ＣＣＡが
実行されるときの特殊サブフレームの場合、ＤＬ送信またはＵＬ送信に利用可能な持続時
間は、１ｍｓよりも小さい場合がある。ＤＬ　ＣＣＡの特殊サブフレームは、０．５ミリ
秒のＵＬ送信機会を含み得る。ＵＬ　ＣＣＡの特殊サブフレームは、４シンボルのＤＬ送
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信機会を含み得る。さらに、レーダー検出の場合、ＤＬ／ＵＬ送信に１ｍｓの非整数倍の
持続時間が適用され得る。結果として、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬＴＥ展開に
従う通信用のサブフレーム構造は、ＬＴＥ通信に使用されるサブフレーム構造とは異なる
ことが決定され得る。
【００４１】
　[0064]　本明細書に記載される技法は、ＬＴＥに限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、Ｆ
ＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信
システムに使用される場合もある。「システム（system）」および「ネットワーク（netw
ork）」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２
０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Ac
cess）などの無線技術を実装することができる。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規
格と、ＩＳ－９５規格と、ＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＩＳ－２０００リリース０
およびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩ
Ａ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲ
ＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤ
ＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通
信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communicati
ons）などの無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイ
ルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ
）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商
標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装することが
できる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
システム（ＵＭＴＳ）の一部である。ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は
、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト」（３ＧＰＰ（登録商標））という名称の組織からの文書に記載されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２
）という名称の組織からの文書に記載されている。本明細書に記載される技法は、上述さ
れたシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。し
かしながら、以下の説明は、例としてＬＴＥシステムを記載し、以下の説明の大部分にお
いてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ用途以外に適用可能である。
【００４２】
　[0065]　以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適
用性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することな
く、説明される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、必
要に応じて様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加することができる。たと
えば、記載される方法は、記載される順序とは異なる順序で実施される場合があり、様々
なステップが追加、省略、または組み合わされ得る。また、いくつかの実施形態に関して
記載される特徴は、他の実施形態において組み合わされ得る。
【００４３】
　[0066]　図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００のブロッ
ク図を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局（たとえば、アクセスポイ
ント、ｅＮＢ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、いくつかのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５のうちのいくつかは、様
々な実施形態では、コアネットワーク１３０またはいくつかの基地局１０５（たとえば、
アクセスポイントもしくはｅＮＢ）の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）
の制御下でＵＥ１１５と通信することができる。基地局１０５のうちのいくつかは、バッ
クホール（backhaul）１３２を通してコアネットワーク１３０と制御情報および／または
ユーザデータを通信することができる。いくつかの実施形態では、基地局１０５のうちの
いくつかは、有線またはワイヤレスの通信リンクであり得るバックホールリンク（backha
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ul link）１３４を介して、互いと直接的または間接的に通信することができる。ワイヤ
レス通信システム１００は、複数のキャリア（様々な周波数の波形信号）上での動作をサ
ポートすることができる。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に変調信号
を送信することができる。たとえば、各通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変
調されたマルチキャリア信号であり得る。各変調信号は、異なるキャリア上で送られる場
合があり、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、
データなどを搬送することができる。
【００４４】
　[0067]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワ
イヤレスに通信することができる。基地局１０５の各々は、それぞれのカバレージエリア
１１０に通信カバレージを提供することができる。いくつかの実施形態では、基地局１０
５は、アクセスポイント、トランシーバ基地局（ＢＴＳ）、無線基地局、無線トランシー
バ、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、発展型
ノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、ＷＬＡＮアクセスポイント、
Ｗｉ－Ｆｉノード、または他の何らかの適切な用語で呼ばれ得る。基地局のためのカバレ
ージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る（
図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプ（たとえば、マクロ基地局
、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）の基地局１０５を含み得る。基地局１０
５はまた、セルラーおよび／またはＷＬＡＮの無線アクセス技術などの異なる無線技術を
利用することができる。基地局１０５は、同じまたは異なるアクセスネットワークまたは
事業者展開に関連付けられ得る。同じもしくは異なるタイプの基地局１０５のカバレージ
エリアを含み、同じもしくは異なる無線技術を利用し、および／または同じもしくは異な
るアクセスネットワークに属する、異なる基地局１０５のカバレージエリアは重複し得る
。
【００４５】
　[0068]　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信システム（またはネットワーク）を含む場合があり、そのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通
信システムは、１つまたは複数の動作モードまたは展開シナリオをサポートすることがで
きる。他の実施形態では、ワイヤレス通信システム１００は、無認可スペクトルおよび無
認可無線周波数スペクトル帯域を展開するＬＴＥとは異なるアクセス技術、または認可ス
ペクトルおよびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なるアクセス技術を使用するワイヤレス通信を
サポートすることができる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムでは、発展型ノードＢまた
はｅＮＢという用語は、一般に、基地局１０５を記述するために使用され得る。ワイヤレ
ス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを提供
する、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、
マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレー
ジを提供することができる。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセル
などのスモールセルは、低電力ノードすなわちＬＰＮを含み得る。マクロセルは、一般に
、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワー
クプロバイダとのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にすることが
できる。ピコセルは、一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネッ
トワークプロバイダとのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にする
ことができる。また、フェムトセルは、一般に、比較的小さい地理的エリア（たとえば、
自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルと関連するＵＥ
（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、自宅内のユーザ用のＵＥなど）に
よる制限付きアクセスも提供することができる。マクロセル用のｅＮＢは、マクロｅＮＢ
と呼ばれ得る。ピコセル用のｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれ得る。また、フェムトセル用
のｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複
数（たとえば、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートすることができる。
【００４６】
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　[0069]　コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１アプリケー
ションプロトコルなど）を介してｅＮＢ１０５と通信することができる。ｅＮＢ１０５は
また、たとえば、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２アプリケーションプロトコ
ルなど）を介して、および／またはバックホール１３２を介して（たとえば、コアネット
ワーク１３０を通して）、直接的または間接的に互いに通信することができる。ワイヤレ
ス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートすることができる。同期
動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミング
を有する場合があり、異なるｅＮＢからの送信は、ほぼ時間的に整合され得る。非同期動
作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを
有する場合があり、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されない場合がある。本明細
書に記載される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用され得る。
【００４７】
　[0070]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散される場合
があり、各ＵＥ１１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、当業者により、
モバイルデバイス、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレス
ユニット、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモート
デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート
端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、また
は他の何らかの適切な用語で呼ばれる場合もある。ＵＥ１１５は、携帯電話、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タ
ブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、時計または眼鏡
などのウェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。
ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信すること
が可能であり得る。ＵＥ１１５は、セルラーもしくは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク
、またはＷＬＡＮアクセスネットワークなどの異なるアクセスネットワークを介して通信
することも可能であり得る。
【００４８】
　[0071]　ワイヤレス通信システム１００内に示された通信リンク１２５は、（たとえば
、ＵＥ１１５からｅＮＢ１０５への）アップリンク（ＵＬ）送信を搬送するためのアップ
リンク、および／または（たとえば、ｅＮＢ１０５からＵＥ１１５への）ダウンリンク（
ＤＬ）送信を搬送するためのダウンリンクを含み得る。ＵＬ送信は逆方向リンク送信と呼
ばれる場合もあり、ＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれる場合もある。ダウンリンク送
信は、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ）、無認可スペクトル、または両方を使用して
行われ得る。同様に、アップリンク送信は、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ）、無認
可スペクトル、または両方を使用して行われ得る。
【００４９】
　[0072]　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの実施形態では、認可スペクトルに
おけるＬＴＥダウンリンク容量が無認可スペクトルにオフロードされ得る補助ダウンリン
クモードと、ＬＴＥのダウンリンク容量とアップリンク容量の両方が認可スペクトルから
無認可スペクトルにオフロードされ得るキャリアアグリゲーションモードと、基地局（た
とえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥのダウンリンク通信およびアップリンク通信が無
認可スペクトルにおいて行われ得るスタンドアロンモードとを含む、様々な展開シナリオ
がサポートされ得る。基地局またはｅＮＢ１０５、ならびにＵＥ１１５は、これらまたは
同様の動作モードのうちの１つまたは複数をサポートすることができる。ＯＦＤＭＡ通信
信号は、無認可スペクトルおよび／または認可スペクトルにおけるＬＴＥダウンリンク送
信のために通信リンク１２５において使用される場合があり、一方、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信
信号は、無認可スペクトルおよび／または認可スペクトルにおけるＬＴＥアップリンク送
信のために通信リンク１２５において使用され得る。
【００５０】
　[0073]　図２Ａは、本開示の様々な態様による、無認可スペクトルにおいてＬＴＥを使
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用するための展開シナリオの例を示す図を示す。一実施形態では、図２Ａは、無認可無線
周波数スペクトル帯域内の通信をサポートするＬＴＥネットワークのための補助ダウンリ
ンクモードおよびキャリアアグリゲーションモードの例を示すワイヤレス通信システム２
００を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１のワイヤレス通信システム１００の
部分の一例であり得る。その上、基地局２０５は図１の基地局１０５の一例であり得るし
、ＵＥ２１５、２１５－ａ、および２１５－ｂは図１のＵＥ１１５の例であり得る。
【００５１】
　[0074]　ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、基
地局２０５は、ダウンリンク２２０を使用してＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ通信信号を送信す
ることができる。ダウンリンク２２０は、無認可スペクトル内の周波数Ｆ１に関連付けら
れ得る。基地局２０５は、双方向リンク２２５を使用して同じＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ通
信信号を送信することができ、双方向リンク２２５を使用してそのＵＥ２１５からＳＣ－
ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。双方向リンク２２５は、認可スペクトル内の
周波数Ｆ４に関連付けられ得る。無認可スペクトルにおけるダウンリンク２２０、および
認可スペクトルにおける双方向リンク２２５は、同時に動作することができる。ダウンリ
ンク２２０は、ダウンリンク容量のオフロード（downlink capacity offload）を基地局
２０５に提供することができる。いくつかの実施形態では、ダウンリンク２２０は、ユニ
キャストサービス（たとえば、１つのＵＥにアドレス指定される）のサービスに、または
マルチキャストサービス（たとえば、いくつかのＵＥにアドレス指定される）に使用され
得る。このシナリオは、認可スペクトルを使用し、トラフィックおよび／またはシグナリ
ングの輻輳の一部を軽減する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、従来の
モバイルネットワーク事業者（ＭＮＯ：mobile network operator））によって起こり得
る。
【００５２】
　[0075]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一
例では、基地局２０５は、双方向リンク２３０を使用してＵＥ２１５－ａにＯＦＤＭＡ通
信信号を送信することができ、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ２１５－ａからＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。双方向リンク２３０は、無認可スペクト
ル内の周波数Ｆ１に関連付けられ得る。基地局２０５はまた、双方向リンク２３５を使用
して同じＵＥ２１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信することができ、双方向リンク２３
５を使用して同じＵＥ２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。
双方向リンク２３５は、認可スペクトル内の周波数Ｆ２に関連付けられ得る。双方向リン
ク２３０は、ダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロードを基地局２０５に提
供することができる。上述された補助ダウンリンクのように、このシナリオは、認可スペ
クトルを使用し、トラフィックおよび／またはシグナリングの輻輳の一部を軽減する必要
がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）によって起こり得る。
【００５３】
　[0076]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別
の例では、基地局２０５は、双方向リンク２４０を使用してＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ
通信信号を送信することができ、双方向リンク２４０を使用して同じＵＥ２１５－ｂから
ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。双方向リンク２４０は、無認可スペク
トル内の周波数Ｆ３に関連付けられ得る。基地局２０５はまた、双方向リンク２４５を使
用して同じＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ通信信号を送信することができ、双方向リンク２
４５を使用して同じＵＥ２１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる
。双方向リンク２４５は、認可スペクトル内の周波数Ｆ２に関連付けられ得る。双方向リ
ンク２４０は、ダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロードを基地局２０５に
提供することができる。この例および上記で提供された例は、説明のために提示され、容
量のオフロードのための他の同様の動作モードまたは展開シナリオが存在し得る。
【００５４】
　[0077]　上述されたように、無認可無線周波数スペクトル帯域を展開するＬＴＥを使用
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することによって提供される容量オフロード（capacity offload）から利益を得ることが
できる典型的なサービスプロバイダは、ＬＴＥスペクトルを用いる従来のＭＮＯである。
これらのサービスプロバイダの場合、動作構成は、認可スペクトル上のＬＴＥの１次コン
ポーネントキャリア（ＰＣＣ：primary component carrier）と、無認可スペクトル上の
無認可無線周波数スペクトル帯域の２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ：secondary co
mponent carrier）とを使用するブートストラップモード（たとえば、補足ダウンリンク
、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００５５】
　[0078]　キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、一般に、ＬＴＥ
（たとえば、双方向リンク２２５、２３５、および２４５）において通信される場合があ
り、一方、データは、一般に、無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、双方向リン
ク２３０および２４０）を展開するＬＴＥにおいて通信され得る。サポートされるキャリ
アアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ
）キャリアアグリゲーション、またはコンポーネントキャリアにわたって異なる対称性を
伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションの分類に入り得る。
【００５６】
　[0079]　図２Ｂは、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を展
開するＬＴＥ用のスタンドアロンモードの一例を示すワイヤレス通信システム２５０を示
す。ワイヤレス通信システム２５０は、図１のワイヤレス通信システム１００および／ま
たは図２Ａのワイヤレス通信システム２００の部分の一例であり得る。その上、基地局２
０５は、図１および／または図２Ａを参照して記載された基地局１０５および／または２
０５の一例であり得るし、ＵＥ２１５－ｃは、図１および／または図２ＡのＵＥ１１５お
よび／または２１５の一例であり得る。
【００５７】
　[0080]　ワイヤレス通信システム２５０におけるスタンドアロンモードの例では、基地
局２０５は、双方向リンク２５５を使用してＵＥ２１５－ｃにＯＦＤＭＡ通信信号を送信
することができ、双方向リンク２５５を使用してＵＥ２１５－ｃからＳＣ－ＦＤＭＡ通信
信号を受信することができる。双方向リンク２５５は、図２Ａに関して上述された無認可
スペクトル内の周波数Ｆ３に関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、スタジアム内
アクセス（たとえば、ユニキャスト、マルチキャスト）などの非従来型ワイヤレスアクセ
スシナリオにおいて使用され得る。この動作モードの典型的なサービスプロバイダは、認
可スペクトルを有していないスタジアムオーナー、ケーブル会社、イベントホスト、ホテ
ル、企業、または大規模会社であり得る。
【００５８】
　[0081]　いくつかの実施形態では、図１、図２Ａ、および／もしくは図２Ｂを参照して
記載されたｅＮＢ１０５および／もしくは基地局２０５、または図１、図２Ａ、および／
もしくは図２Ｂを参照して記載されたＵＥ１１５および／もしくは２１５などの送信装置
は、共有スペクトルのチャネルへの（たとえば、認可スペクトルまたは無認可スペクトル
の物理チャネルへの）アクセスを獲得するためにゲーティング間隔（gating interval）
を使用することができる。ゲーティング間隔は、ＥＴＳＩ（ＥＮ３０１　８９３）におい
て指定されているＬＢＴプロトコルに基づくリスンビフォアトーク（ＬＢＴ：Listen Bef
ore Talk）プロトコルなどの競合ベースプロトコルの適用を定義することができる。ＬＢ
Ｔプロトコルの適用を定義するゲーティング間隔を使用するとき、ゲーティング間隔は、
送信装置がクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：Clear Channel Assessment）を実行す
る必要があるときを示すことができる。ＣＣＡの結果は、共有無認可スペクトルのチャネ
ルが利用可能であるか、または使用中であるかを送信装置に示すことができる。チャネル
が利用可能である（たとえば、使用「可（clear）」である）ことをＣＣＡが示すと、ゲ
ーティング間隔は、通常あらかじめ定義されている送信間隔の間、送信装置がチャネルを
使用することを可能にすることができる。チャネルが利用可能でない（たとえば、使用中
または予約済みである）ことをＣＣＡが示すと、ゲーティング間隔は、送信装置が送信間
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隔中にチャネルを使用しないように防止することができる。
【００５９】
　[0082]　場合によっては、送信装置が、周期的にゲーティング間隔を生成し、周期的フ
レーム構造の少なくとも１つの境界（boundary）とゲーティング間隔の少なくとも１つの
境界を同期させることが有用であり得る。たとえば、共有スペクトルにおいてセルラーダ
ウンリンクのための周期的ゲーティング間隔（periodic gating interval）を生成し、セ
ルラーダウンリンクに関連付けらえた周期的フレーム構造（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無線フレーム）の少なくとも１つの境界と周期的ゲーティング間隔の少なくとも１つの
境界を同期させることが有用であり得る。そのような同期の例が図４に示される。
【００６０】
　[0083]　図３は、本開示の様々な態様による、無認可スペクトルにおけるセルラーダウ
ンリンク用の無認可フレーム／間隔（unlicensed frame/interval）３０５、３１５、お
よび／または３２５の例３００を示す。無認可フレーム／間隔３０５、３１５、および／
または３２５は、無認可スペクトル上の送信をサポートするｅＮＢによって周期的ゲーテ
ィング間隔として使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および／また
は図２Ｂを参照して記載された基地局１０５および／または２０５であり得る。無認可フ
レーム／間隔３０５、３１５、および／または３２５は、図１、図２Ａ、および／または
図２Ｂを参照して記載されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／または２
５０とともに使用され得る。
【００６１】
　[0084]　例として、無認可フレーム／間隔３０５の持続時間が、セルラーダウンリンク
に関連付けられた周期的フレーム構造のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム３１０の持続時
間に等しい（またはほぼ等しい）ものとして示される。いくつかの実施形態では、「ほぼ
等しい（approximately equal）」は、無認可フレーム／間隔３０５の持続時間が周期的
フレーム構造の持続時間のサイクリックプレフィックス（ＣＰ：cyclic prefix）持続時
間内であることを意味する。
【００６２】
　[0085]　無認可フレーム／間隔３０５の少なくとも１つの境界（boundary）は、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ無線フレームＮ－１～Ｎ＋１を含む周期的フレーム構造の少なくとも１つの
境界と同期され得る。場合によっては、無認可フレーム／間隔３０５は、周期的フレーム
構造のフレーム境界と整合された境界を有し得る。他の場合には、無認可フレーム／間隔
３０５は、周期的フレーム構造のフレーム境界と同期されているが、それからオフセット
されている境界を有し得る。たとえば、無認可フレーム／間隔３０５の境界は、周期的フ
レーム構造のサブフレーム境界と整合されるか、または周期的フレーム構造のサブフレー
ム中間点境界（たとえば、特定のサブフレームの中間点）と整合され得る。
【００６３】
　[0086]　場合によっては、周期的フレーム構造は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームＮ
－１～Ｎ＋１を含み得る。各ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム３１０は、たとえば、１０
ミリ秒の持続時間を有する場合があり、無認可フレーム／間隔３０５も、１０ミリ秒の持
続時間を有し得る。これらの場合、無認可フレーム／間隔３０５の境界は、ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ無線フレームのうちの１つ（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム（Ｎ））
の境界（たとえば、フレーム境界、サブフレーム境界、またはサブフレーム中間点境界）
と同期され得る。
【００６４】
　[0087]　例として、無認可フレーム／間隔３１５および３２５の持続時間が、セルラー
ダウンリンクに関連付けられた周期的フレーム構造の持続時間の約数（またはほぼ約数）
であるものとして示される。いくつかの実施形態では、「のほぼ約数（approximate sub-
multiple of）」は、無認可フレーム／間隔３１５、３２５の持続時間が周期的フレーム
構造の約数（たとえば、１／２または１／１０）の持続時間のサイクリックプレフィック
ス（ＣＰ）持続時間内であることを意味する。たとえば、無認可フレーム／間隔３１５は
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、５ミリ秒の持続時間を有する場合があり、無認可フレーム／間隔３２５は、１ミリ秒ま
たは２ミリ秒の持続時間を有し得る。
【００６５】
　[0088]　図４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置４０５を示すブロック図４００を示す。いくつかの実施形態では、４０５は、図１、
図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して記載された基地局１０５および／もしくは２０
５またはＵＥ１１５および／もしくは２１５のうちの１つまたは複数の１つまたは複数の
態様の一例であり得る。装置４０５はプロセッサでもあり得る。装置４０５は、受信機モ
ジュール４１０、通信管理モジュール４１５、および／または送信機モジュール４２０を
含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信し得る。
【００６６】
　[0089]　装置４０５の構成要素は、ハードウェア内の適用可能な機能の一部または全部
を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用い
て、個別にまたは一括して実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数
の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得
る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る他の
タイプの集積回路（たとえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラ
マブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユ
ニットの機能は、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用
途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内で具現化され
た命令を用いて実装される場合もある。
【００６７】
　[0090]　いくつかの実施形態では、受信機モジュール４１０は、第１のキャリアおよび
／または第２のキャリアにおいて伝送を受信するように動作可能なＲＦ受信機などの無線
周波数（ＲＦ）受信機であるか、またはそれを含み得る。場合によっては、第１のキャリ
アは認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクト
ル帯域）内であり得るし、および／または、第２のキャリアは無認可無線周波数スペクト
ル帯域内であり得る。受信機モジュール４１０は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂ
を参照して記載されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／または２５０の
１つまたは複数の通信リンクなどの、第１のキャリアおよび／または第２のキャリアを含
むワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク（たとえば、物理チャネル）を
介して、様々なタイプのデータ信号および／または制御信号（すなわち、伝送）を受信す
るために使用され得る。
【００６８】
　[0091]　いくつかの実施形態では、送信機モジュール４２０は、第１のキャリアおよび
／または第２のキャリアにおいて送信するように動作可能なＲＦ送信機などのＲＦ送信機
であるか、またはそれを含み得る。送信機モジュール４２０は、図１、図２Ａ、および／
または図２Ｂを参照して記載されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／ま
たは２５０の１つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの１つまたは
複数の通信リンク（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータ信号およ
び／または制御信号（すなわち、伝送）を送信するために使用され得る。
【００６９】
　[0092]　いくつかの実施形態では、通信管理モジュール４１５は、第１のキャリアおよ
び／または第２のキャリアを介するワイヤレス通信を管理するために使用され得る。たと
えば、通信管理モジュール４１５は、第２のキャリアにおける動作の補助ダウンリンクモ
ード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタンドアロンモードにおける
ワイヤレス通信を管理するために使用される場合があり、第２のキャリアは無認可無線周
波数スペクトル帯域を展開するＬＴＥネットワーク内であり得る。
【００７０】
　[0093]　いくつかの実施形態では、通信管理モジュール４１５は、様々なサブフレーム
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持続時間を有するサブフレーム構造を使用して、第１のキャリアおよび第２のキャリアの
うちの１つまたは両方においてチャネルを送信または受信することができる。
【００７１】
　[0094]　図５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置５０５を示すブロック図５００を示す。いくつかの実施形態では、装置５０５は、図
４を参照して記載された装置４０５、図１、図２Ａ、および／もしくは図２Ｂを参照して
記載された基地局１０５および／もしくは２０５、または図１、図２Ａ、および／もしく
は図２Ｂを参照して記載されたＵＥ１１５および／もしくは２１５のうちの１つまたは複
数の１つまたは複数の態様の一例であり得る。装置５０５はプロセッサでもあり得る。装
置５０５は、受信機モジュール５１０、通信管理モジュール５１５、および／または送信
機モジュール５２０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信し得る。
【００７２】
　[0095]　装置５０５の構成要素は、ハードウェア内の適用可能な機能の一部または全部
を実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個別にまたは一括して
実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（また
はコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の実施形態では、当
技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえ
ば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使
用され得る。各ユニットの機能は、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセ
ッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リ内で具現化された命令を用いて実装される場合もある。
【００７３】
　[0096]　いくつかの実施形態では、受信機モジュール５１０は、第１のキャリアおよび
／または第２のキャリアにおいて伝送を受信するように動作可能なＲＦ受信機などのＲＦ
受信機であるか、またはそれを含み得る。場合によっては、第１のキャリアは認可無線周
波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクトル帯域）内であ
り得るし、および／または、第２のキャリアは無認可無線周波数スペクトル帯域内であり
得る。ＲＦ受信機は、第１のキャリアおよび第２のキャリアのための別々の受信機を含み
得る。別々の受信機は、場合によっては、第１のキャリアを介して通信するための第１の
認可スペクトルモジュール（licensed spectrum module）５３５、および第２のキャリア
を介して通信するための第１の無認可スペクトルモジュール（unlicensed spectrum modu
le）５４０の形態をとり得る。第１の認可スペクトルモジュール５３５および／または第
１の無認可スペクトルモジュール５４０を含む受信機モジュール５１０は、図１、図２Ａ
、および／または図２Ｂを参照して記載されたワイヤレス通信システム１００、２００、
および／または２５０の１つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの
１つまたは複数の通信リンク（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデー
タ信号および／または制御信号（すなわち、伝送）を受信するために使用され得る。
【００７４】
　[0097]　いくつかの実施形態では、送信機モジュール５２０は、第１のキャリアおよび
／または第２のキャリアにおいて送信するように動作可能なＲＦ送信機などのＲＦ送信機
であるか、またはそれを含み得る。ＲＦ送信機は、第１のキャリアおよび第２のキャリア
のための別々の送信機を含み得る。別々の送信機は、場合によっては、第１のキャリアを
介して通信するための第２の認可スペクトルモジュール５４５、および第２のキャリアを
介して通信するための第２の無認可スペクトルモジュール５５０の形態をとり得る。第２
の認可スペクトルモジュール５４５および／または第２の無認可スペクトルモジュール５
５０を含む送信機モジュール５２０は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照して
記載されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／または２５０の１つまたは
複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク（たと
えば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータ信号および／または制御信号（す
なわち、伝送）を送信するために使用され得る。
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【００７５】
　[0098]　いくつかの実施形態では、通信管理モジュール５１５は、図４を参照して記載
された通信管理モジュール４１５の１つまたは複数の態様の一例であり得るし、第１の無
線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール（radio frequency spectrum band communic
ation management module）５２５および／または第２の無線周波数スペクトル帯域通信
管理モジュール５３０を含み得る。
【００７６】
　[0099]　いくつかの実施形態では、第１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュー
ル５２５は、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有す
る第１のサブフレーム構造を決定するために使用され得る。
【００７７】
　[0100]　いくつかの実施形態では、第２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュー
ル５３０は、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有す
る第２のサブフレーム構造を決定するために使用され得る。
【００７８】
　[0101]　場合によっては、装置５０５は、第１のサブフレーム持続時間を有する第１の
サブフレーム構造を使用して、第１の周波数スペクトル帯域において少なくとも１つのノ
ード（たとえば、ｅＮＢ、ＵＥ、または他の装置）と通信することができる。装置５０５
はまた、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用して、第２
の周波数スペクトル帯域において同じ少なくとも１つのノード（または異なる少なくとも
１つのノード）と通信することができる。第１の周波数スペクトル帯域および第２の周波
数スペクトル帯域における通信は、交互にまたは同時に発生し得る。場合によっては、装
置５０５はまた、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用し
て（または第２のサブフレーム持続時間を有する別のサブフレーム構造を使用して）、第
１の周波数スペクトル帯域において少なくとも１つのノードと通信することができる。装
置５０５はまた、場合によっては、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレ
ーム構造を使用して（または第１のサブフレーム持続時間を有する別のサブフレーム構造
を使用して）、第２の周波数スペクトル帯域において少なくとも１つのノードと通信する
ことができる。
【００７９】
　[0102]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間は、第１のサブフレー
ム持続時間よりも小さい場合がある。たとえば、第１のサブフレーム持続時間は１ミリ秒
のサブフレーム持続時間であり得るし、第２のサブフレーム持続時間は０．５ミリ秒のサ
ブフレーム持続時間であり得る。場合によっては、いくつかのダウンリンクサブフレーム
は、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用して、（たとえ
ば、ｅＮＢからＵＥに）送信されるか、または（たとえば、ＵＥにおいてｅＮＢから）受
信される場合があり、いくつかのアップリンクサブフレームは、第１のサブフレーム持続
時間を有する第１のサブフレーム構造を使用して、（たとえば、ＵＥからｅＮＢに）送信
されるか、または（たとえば、ｅＮＢにおいてＵＥから）受信される場合があり、第２の
サブフレーム持続時間は第１のサブフレーム持続時間よりも小さい。いくつかのダウンリ
ンクサブフレームは、第１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５２５を使用
して送信または受信される場合があり、いくつかのアップリンクサブフレームは、第２の
無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５３０を使用して送信または受信され得る
。
【００８０】
　[0103]　いくつかの実施形態では、第１のチャネルは第１のサブフレーム持続時間を使
用して第１のキャリアにおいて送信される場合があり、第２のチャネルは第２のサブフレ
ーム持続時間を使用して第２のキャリアにおいて送信され得る。いくつかの実施形態では
、第１のチャネルは第１のサブフレーム持続時間を使用して第１のキャリアにおいて受信
される場合があり、第２のチャネルは第２のサブフレーム持続時間を使用して第２のキャ
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リアにおいて受信され得る。
【００８１】
　[0104]　第１のサブフレーム構造および第２のサブフレーム構造の各々は、１つもしく
は複数のアップリンクサブフレームおよび／または１つもしくは複数のダウンリンクサブ
フレームを含み得る。いくつかの実施形態では、送信されるべきチャネルのタイプは、通
信管理モジュール５１５によって識別される場合があり、そのチャネルは、アップリンク
サブフレームにおいて、第１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５２５を使
用して、または第２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５３０を使用して送
信され得る。アップリンクサブフレームは、第１のサブフレーム持続時間または第２のサ
ブフレーム持続時間のいずれかを使用することができ、使用されるサブフレーム持続時間
は、識別されたチャネルのタイプに少なくとも部分的に基づく。すなわち、アップリンク
サブフレームのサブフレーム持続時間は、チャネル依存であり得る（たとえば、物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）は１ミリ秒のサ
ブフレーム持続時間をもつアップリンクサブフレームを有する場合があり、物理アップリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Control Channel）は（少なくともよ
り良いＤＬのＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＰＵＣＣＨがＡＣＫ／ＮＡＣＫを搬送
するとき）０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間をもつアップリンクサブフレームを有し
得る（しかしながら、ＰＵＣＣＨは、ＣＱＩを搬送するとき１ミリ秒のサブフレーム持続
時間をもつアップリンクサブフレームを有し得る））。
【００８２】
　[0105]　いくつかの実施形態では、通信管理モジュール５１５は、通信の次の期間の間
のサブフレーム持続時間を示すために、インジケータをブロードキャスト（たとえば、ブ
ロードキャストまたはグループキャスト）することができる。たとえば、発展型物理ブロ
ードキャストチャネル（ＥＰＢＣＨ：evolved Physical Broadcast Channel）のビットは
、次の８０ミリ秒の間、サブフレーム持続時間が０．５ミリ秒か１ミリ秒かを示すために
使用され得る。これは、特に、ＣＣＡ除外送信（ＣＥＴ：CCA Exempt Transmission）に
有用であり得る。
【００８３】
　[0106]　いくつかの実施形態では、通信管理モジュール５１５は、少なくとも１つのダ
ウンリンクチャネルおよび／または少なくとも１つのアップリンクチャネルが、第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造に基づくか、または第２のサブフレ
ーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造に基づくかを示す少なくとも１つの指示を
送信または受信することができる。場合によっては、および例として、装置５０５は、ア
ップリンクチャネルおよび／またはダウンリンクチャネルが基づくサブフレーム構造を示
す情報を用いて半静的に構成されるＵＥであり得る。他の場合には、およびさらなる例と
して、装置５０５は、アップリンクチャネルおよび／またはダウンリンクチャネルが基づ
くサブフレーム構造の指示を動的に提供されるＵＥであり得る。一例では、ダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ：downlink control information）のビットは、ＰＤＳＣＨが第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造に基づくか、または第２のサブフレ
ーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造に基づくかを示すために使用され得る。
【００８４】
　[0107]　いくつかの実施形態では、ダウンリンクチャネルまたはアップリンクチャネル
が、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造に基づくか、または第
２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造に基づくかの指示は、暗黙的
であり得る。たとえば、装置５０５は、ダウンリンク制御チャネルのサブフレーム持続時
間（たとえば、０．５ミリ秒または１ミリ秒）を検出し、ダウンリンク制御チャネルのサ
ブフレーム持続時間に少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク共有チャネル（たとえ
ば、ＰＤＳＣＨ）のサブフレーム持続時間を決定することができる。
【００８５】
　[0108]　通信管理モジュール５１５は、第２のキャリアにおける動作の補助ダウンリン
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クモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロンモードなどの様々な
モードで運用され得る。たとえば、通信管理モジュール５１５は、１次コンポーネントキ
ャリアとして第１のキャリアを送信または受信することができ、２次コンポーネントキャ
リアとして第２のキャリアを送信または受信することができる。場合によっては、第２の
キャリアは、１次コンポーネントキャリアへの補助ダウンリンクとして運用され得る。場
合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリアは、キャリアアグリゲーション動作
において使用され得る。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリアは、二重
接続動作において使用され得る。
【００８６】
　[0109]　図６は、（たとえば、図４もしくは図５を参照して記載された装置４０５もし
くは５０５のうちの１つなどの装置において、または図１、図２Ａ、もしくは図２Ｂを参
照して記載された基地局１０５もしくは２０５のうちの１つなどのｅＮＢにおいて）本開
示の様々な態様による、ワイヤレス通信に利用可能な通信管理モジュール６０５を示すブ
ロック図６００を示す。通信管理モジュール６０５は、図４および／または図５を参照し
て記載された通信管理モジュール４１５および／または５１５の１つまたは複数の態様の
一例であり得る。通信管理モジュール６０５は、第１の無線周波数スペクトル帯域通信管
理モジュール６１０、第２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール６１５、リソ
ース割振りおよび割当てモジュール（resource allocation and assignment module）６
３０、コンポーネントキャリア（ＣＣ：component carrier）スケジューリングモジュー
ル６３５、ならびに／または肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ：acknowledgement/
non-acknowledgement）管理モジュール６４０を含み得る。
【００８７】
　[0110]　通信管理モジュール６０５の構成要素は、ハードウェア内の適用可能な機能の
一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個別に
または一括して実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理
ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の実
施形態では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る他のタイプの集
積回路（たとえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能は、全体的または部分的に、１つまたは複
数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマッ
トされた、メモリ内で具現化された命令を用いて実装される場合もある。
【００８８】
　[0111]　いくつかの実施形態では、第１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュー
ル６１０は、図５を参照して記載された第１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュ
ール５２５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。第１の無線周波数スペクトル帯域
通信管理モジュール６１０は、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレー
ム持続時間を有する第１のサブフレーム構造を決定するために使用され得る。場合によっ
ては、第１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール６１０は、第１の送信サブモ
ジュール６２０を含み得る。第１の送信サブモジュール６２０は、第１のキャリアにおい
て１つまたは複数のチャネルを送信および／または受信するために使用される場合があり
、それらのチャネルは、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造を
使用することができる。第１の送信サブモジュール６２０は、第１のキャリアにおいて１
つまたは複数のチャネルを送信および／または受信するために使用される場合もあり、そ
れらのチャネルは、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造（また
は第２のサブフレーム持続時間を有する別のサブフレーム構造）を使用することができる
。
【００８９】
　[0112]　いくつかの実施形態では、第２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュー
ル６１５は、図５を参照して記載された第２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュ
ール５３０の１つまたは複数の態様の一例であり得る。第２の無線周波数スペクトル帯域
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通信管理モジュール６１５は、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレー
ム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を決定するために使用され得る。場合によっ
ては、第２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール６１５は、第２の送信サブモ
ジュール６２５を含み得る。第２の送信サブモジュール６２５は、第２のキャリアにおい
て１つまたは複数のチャネルを送信および／または受信するために使用される場合があり
、それらのチャネルは、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を
使用することができる。第２の送信サブモジュール６２５は、第２のキャリアにおいて１
つまたは複数のチャネルを送信および／または受信するために使用される場合もあり、そ
れらのチャネルは、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造（また
は第１のサブフレーム持続時間を有する別のサブフレーム構造）を使用することができる
。
【００９０】
　[0113]　いくつかの実施形態では、リソース割振りおよび割当てモジュール６３０は、
第２のサブフレーム構造の２つ以上のリソースブロック（ＲＢ：resource block）に基づ
いて、少なくとも１つのＵＥに第２のキャリア内のチャネルのダウンリンクリソースを割
り当てるために使用され得る。たとえば、リソース割振りおよび割当てモジュール６３０
は、第２のサブフレーム構造の２つ以上のＲＢに基づいて、チャネルのダウンリンク復調
基準信号（ＤＬ　ＤＭ－ＲＳ）および／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ
）を割り当てることができる。
【００９１】
　[0114]　いくつかの実施形態では、リソース割振りおよび割当てモジュール６３０は、
第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接ＲＢを使用してリソースを割り振る（al
locate）ために使用され得る。第２のサブフレーム構造の隣接ＲＢは、第１のサブフレー
ム構造の単一のＲＢと一緒に機能することができる。
【００９２】
　[0115]　いくつかの実施形態では、通信管理モジュール６０５は、第２のサブフレーム
構造の少なくとも１対の隣接ＲＢを使用してトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ：tr
ansport block size）の決定を実行することができる。たとえば、場合によっては、第１
のサブフレーム構造のサブフレームは１００個のＲＢ（たとえば、ＲＢ０～９９）を有す
る場合があり、第２のサブフレーム構造のサブフレームは、各ＤＲＢｋがＲＢ２ｋおよび
ＲＢ２ｋ＋１に対応するように、５０個の二重（double）ＲＢ（たとえば、ＤＲＢ０～４
９）を有し得る。これらの場合、たとえば、第１のサブフレーム持続時間が１ミリ秒であ
り、第２のサブフレーム持続時間が０．５ミリ秒であると仮定すると、第１のサブフレー
ム構造および第２のサブフレーム構造について、同じＴＢＳの決定（たとえば、ＴＢＳの
探索）または（最小の変更を伴う）同様のＴＢＳの決定が実行され得る。
【００９３】
　[0116]　いくつかの実施形態では、リソース割振りおよび割当てモジュール６３０は、
第２のサブフレーム構造の単一のＲＢに基づいて、少なくとも１つのＵＥに第２のキャリ
ア内のチャネルのダウンリンクリソースを割り当てるために使用され得る。第２のサブフ
レーム構造の単一のＲＢのみを使用してリソースが割り振られると、第２のサブフレーム
構造について通信管理モジュール６０５によって実行されるＴＢＳの決定は、第１のサブ
フレーム構造について実行されるＴＢＳの決定と比較して調整される必要があり得る。た
とえば、いくつかの割り振られたＲＢは、インデックスを生成するために第２のサブフレ
ーム持続時間に基づく係数によって乗算される必要があり得、インデックスは、第１のサ
ブフレーム構造について実行されるＴＢＳの決定と同様にＴＢＳの決定を実行するために
使用される。第１のサブフレーム持続時間が１ミリ秒であり、第２のサブフレーム持続時
間が０．５ミリ秒であるとき、係数は０．５であり得る。
【００９４】
　[0117]　ＲＢおよびＤＲＢのリソース割振りが、それぞれ第１のサブフレーム構造およ
び第２のサブフレーム構造に使用されると、第２のサブフレーム構造を使用してＣＳＩフ
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ィードバックを送信するためのサブバンドサイズは、第１のサブフレーム構造を使用して
送信されるＣＳＩフィードバック用のサブバンドサイズと比較して調整される必要があり
得る。たとえば、第１のサブフレーム構造が１ミリ秒の持続時間を有し、第１のキャリア
がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクトル帯域内にあるとき、通信管理モジュール６０
５は、ＣＳＩフィードバックを送信するために８ＲＢのサブバンドを使用することができ
、第２のサブフレーム構造が０．５ミリ秒の持続時間を有し、第２のキャリアが無認可無
線周波数スペクトル帯域を展開するＬＴＥネットワーク内にあるとき、通信管理モジュー
ル６０５は、１６ＲＢのサブバンドを含むようにＣＳＩフィードバック用のサブバンドサ
イズを調整することができる。第２のキャリアにおいて第２のサブフレーム構造を使用す
るＣＳＩフィードバック用のサブバンドサイズは、代替的に同じに保たれ得るが、ＣＱＩ
インデックスを導出するとき、第１のサブフレーム構造と比較してサブフレーム当たりの
リソース要素（ＲＥ：resource element）の削減された数が、考慮に入れられる必要があ
り得る。周期的ＣＱＩ用の構成は、第１のキャリアにおける第１のサブフレーム構造と第
２のキャリアにおける第２のサブフレーム構造の両方について同じままであり得る。
【００９５】
　[0118]　いくつかの実施形態では、ＣＣスケジューリングモジュール６３５は、第２の
サブフレーム構造のサブフレームのＣＣをスケジュールするために使用され得る。場合に
よっては、第２のサブフレーム構造を有するサブフレームのＣＣをスケジュールするため
に、同一キャリアスケジューリングが使用され得る。たとえば、第２のサブフレーム構造
を有するサブフレームのＣＣは、サブフレームをまたいでスケジュールされるか、または
複数のサブフレームについてスケジュールされ得る。拡張物理ダウンリンク制御チャネル
（ＥＰＤＣＣＨ）が同一キャリアスケジューリングに使用される場合があり、そのより細
かいリソース細分性（resource granularity）の結果として有用であり得る。場合によっ
ては、ＥＰＤＣＣＨリソース割振り／構成は、ＤＲＢとして行われ得る。
【００９６】
　[0119]　場合によっては、第２のサブフレーム構造のサブフレームのＣＣをスケジュー
ルするために、クロスキャリアスケジューリングが使用され得る。たとえば、制御チャネ
ル（たとえば、ＰＤＣＣＨまたは別のタイプの制御チャネル）は、第１のサブフレーム構
造に基づくサブフレームから第２のサブフレーム構造に基づくサブフレームにＣＣをクロ
ススケジュールするために使用され得る。代替として、クロスキャリアスケジューリング
は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフレーム構造に基づくサブフレームから無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のサブフレーム構造に基づくサブフレームへのＥＰＤＣＣＨのような構造に
基づくことができる。ＰＤＣＣＨがクロスキャリアスケジューリングに使用される場合、
特に、スケジューリングキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域を展開するＬＴＥキ
ャリア（図示せず）であるとき、１シンボルよりも小さいＰＤＣＣＨリソース細分性（た
とえば、０．５シンボルの細分性）が使用され得る。代替的に、ｉ）第１のシンボル内の
偶数のＲＢ（もしくはＤＲＢ）、ｉｉ）第１のシンボル全体、またはｉｉｉ）第１のシン
ボル全体プラス第２のシンボル内の偶数のＲＢ（もしくはＤＲＢ）などの、様々なリソー
ス細分性が使用され得る。場合によっては、１つのセルが偶数のＲＢ（またはＤＲＢ）を
使用する場合があり、異なるセルが奇数のＲＢ（またはＤＲＢ）を使用し得る。代替的に
、第２のサブフレーム構造のサブフレームのＣＣ内で、クロスキャリアスケジューリング
が実行され得る。クロスキャリアスケジューリングは、サブフレームの早期復号（earlie
r decoding）のための機会を提供することができる。
【００９７】
　[0120]　いくつかの実施形態では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ管理モジュール６４０は、第２の
サブフレーム構造に基づいて１つまたは複数のダウンリンクサブフレームに対するハイブ
リッド自動再送要求ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信または受信するために使用さ
れ得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、アップリンクサブフレームを介して、（た
とえば、ＵＥによって）送信されるか、または（たとえば、ｅＮＢにおいて）受信され得
る。場合によっては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ管理モジュール６４０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィ
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ードバックを送信／受信する目的で、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウン
リンクサブフレームを第１のサブフレーム構造に基づく単一のアップリンクサブフレーム
にマッピングすることができ、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリンク
サブフレームに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、第１のサブフレーム構造に基
づく単一のアップリンクサブフレームにおいて送信または受信され得る。他の場合には、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ管理モジュール６４０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信／受
信する目的で、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリンクサブフレームを
第２のサブフレーム構造に基づく単一のアップリンクサブフレームにマッピングすること
ができ、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリンクサブフレームに対する
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、第２のサブフレーム構造に基づく単一のアップリン
クサブフレームにおいて受信され得る。
【００９８】
　[0121]　図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信用に構成されるｅＮＢ７
０５を示すブロック図７００を示す。いくつかの実施形態では、ｅＮＢ７０５は、図４お
よび／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１
つ、ならびに／または、図１、図２Ａ、および／もしくは図２Ｂを参照して記載されたｅ
ＮＢ１０５および／もしくは２０５のうちの１つの１つまたは複数の態様の一例であり得
る。ｅＮＢ７０５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図４、図５、および／または図６を
参照して記載された特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成さ
れ得る。ｅＮＢ７０５は、プロセッサモジュール７１０、メモリモジュール７２０、（ト
ランシーバモジュール７５５によって表される）少なくとも１つのトランシーバモジュー
ル、（アンテナ７６０によって表される）少なくとも１つのアンテナ、および／またはｅ
ＮＢ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール（eNB shared RF spectrum band module）７７０
を含み得る。ｅＮＢ７０５は、基地局通信モジュール７３０、ネットワーク通信モジュー
ル７４０、およびシステム通信管理モジュール７５０のうちの１つまたは複数を含む場合
もある。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス７３５を介して、直接的また
は間接的に互いと通信し得る。
【００９９】
　[0122]　メモリモジュール７２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／また
は読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリモジュール７２０は、実行されたとき
、第１のキャリア（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／もしくは認可無線周波数スペ
クトル帯域内のキャリア）、ならびに／または第２のキャリアを介して通信するための、
本明細書に記載される様々な機能をプロセッサモジュール７１０に実行させるように構成
された命令を含んでいる、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ
）コード７２５を記憶することができる。代替として、ソフトウェアコード７２５は、プ
ロセッサモジュール７１０によって直接実行可能ではないが、（たとえば、コンパイルさ
れ実行されたとき）本明細書に記載される様々な機能をｅＮＢ７０５に実行させるように
構成され得る。
【０１００】
　[0123]　プロセッサモジュール７１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プ
ロセッサモジュール７１０は、トランシーバモジュール７５５、基地局通信モジュール７
３０、および／またはネットワーク通信モジュール７４０を通して受信された情報を処理
することができる。プロセッサモジュール７１０はまた、アンテナ７６０を通る送信用の
トランシーバモジュール７５５に、１つもしくは複数の他の基地局もしくはｅＮＢ７０５
－ａおよび７０５－ｂへの送信用の基地局通信モジュール７３０に、ならびに／または図
１を参照して記載されたコアネットワーク１３０の態様の一例であり得るコアネットワー
ク７４５への送信用のネットワーク通信モジュール７４０に送られるべき情報を処理する
ことができる。プロセッサモジュール７１０は、単独で、またはｅＮＢ共有ＲＦスペクト
ル帯域モジュール７７０とともに、第１のキャリアおよび／または第２のキャリアを介し
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て通信する様々な態様を扱うことができる。
【０１０１】
　[0124]　トランシーバモジュール７５５は、パケットを変調し、変調されたパケットを
送信用にアンテナ７６０に供給し、アンテナ７６０から受信されたパケットを復調するよ
うに構成されたモデムを含み得る。トランシーバモジュール７５５は、場合によっては、
１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとし
て実装され得る。トランシーバモジュール７５５は、第１のキャリアおよび／または第２
のキャリアにおける通信をサポートすることができる。トランシーバモジュール７５５は
、たとえば、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図４、および／または図５を参照して記載されたＵ
Ｅまたは装置１１５、２１５、４０５、および／または５０５のうちの１つまたは複数と
、アンテナ７６０を介して双方向に通信するように構成され得る。ｅＮＢ７０５は、通常
、複数のアンテナ７６０（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。ｅＮＢ７０５は、ネ
ットワーク通信モジュール７４０を通してコアネットワーク７４５と通信することができ
る。ｅＮＢ７０５はまた、基地局通信モジュール７３０を使用して、ｅＮＢ７０５－ａお
よび７０５－ｂなどの他の基地局またはｅＮＢと通信することができる。
【０１０２】
　[0125]　図７のアーキテクチャによれば、システム通信管理モジュール７５０は、他の
基地局、ｅＮＢ、および／または装置との通信を管理することができる。場合によっては
、システム通信管理モジュール７５０の機能は、トランシーバモジュール７５５の構成要
素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュール７
１０の１つもしくは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【０１０３】
　[0126]　ｅＮＢ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール７７０は、共有無線周波数スペクト
ル帯域内のワイヤレス通信に関係する、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図４、図５、およ
び／または図６を参照して記載された特徴および／または機能の一部または全部を実行お
よび／または制御するように構成され得る。場合によっては、ｅＮＢ共有ＲＦスペクトル
帯域モジュール７７０は、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域内にあると
きの動作の補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／または
スタンドアロンモードをサポートするように構成され得る。ｅＮＢ共有ＲＦスペクトル帯
域モジュール７７０は、ＬＴＥ通信を扱うように構成されたＬＴＥモジュール７７５、無
認可無線周波数スペクトル帯域内の通信を扱うように構成されたＬＴＥ無認可モジュール
（LTE unlicensed module）７８０、および／または無認可スペクトルにおける追加を扱
うように構成された無認可モジュール（unlicensed module）７８５を含み得る。ｅＮＢ
共有ＲＦスペクトルモジュール７７０は、ｅＮＢ／ＵＥ通信管理モジュール７９０を含む
場合もある。ｅＮＢ／ＵＥ通信管理モジュール（eNB/UE communication management modu
le）７９０は、図４、図５、および／または図６を参照して記載された通信管理モジュー
ル４１５、５１５、および／または６０５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。ｅ
ＮＢ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール７７０またはその部分は、プロセッサを含む場合
があり、ならびに／またはｅＮＢ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール７７０の機能の一部
もしくは全部は、プロセッサモジュール７１０により、および／もしくはプロセッサモジ
ュール７１０とともに実行され得る。
【０１０４】
　[0127]　図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信用に構成されるＵＥ８１
５を示すブロック図８００を示す。ＵＥ８１５は様々な構成を有する場合があり、パーソ
ナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、
タブレットコンピュータなど）、携帯電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）
、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなどに含まれるか、またはその
一部であり得る。ＵＥ８１５は、場合によっては、モバイル動作を容易にするために、小
型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し得る。いくつかの実施形態では、ＵＥ８
１５は、図４および／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５
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０５のうちの１つ、ならびに／または図１、図２Ａ、および／もしくは図２Ｂを参照して
記載されたＵＥ１１５および／もしくは２１５のうちの１つの１つまたは複数の態様の一
例であり得る。ＵＥ８１５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図４、図５、および／また
は図６を参照して記載された特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するよう
に構成され得る。ＵＥ８１５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図４、図５、および／または図
７を参照して記載されたｅＮＢまたは装置１０５、２０５、４０５、５０５、および／ま
たは７０５のうちの１つまたは複数と通信するように構成され得る。
【０１０５】
　[0128]　ＵＥ８１５は、プロセッサモジュール８１０、メモリモジュール８２０、（ト
ランシーバモジュール８７０によって表される）少なくとも１つのトランシーバモジュー
ル、（アンテナ８８０によって表される）少なくとも１つのアンテナ、および／またはＵ
Ｅ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール８４０を含み得る。これらの構成要素の各々は、１
つまたは複数のバス８３５を介して、直接的または間接的に互いと通信し得る。
【０１０６】
　[0129]　メモリモジュール８２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。メモリ
モジュール８２０は、実行されたとき、第１のキャリア（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
および／もしくは認可無線周波数スペクトル帯域内のキャリア）、ならびに／または第２
のキャリア（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域内のキャリア）を介して通信す
るための、本明細書に記載される様々な機能をプロセッサモジュール８１０に実行させる
ように構成された命令を含んでいる、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウ
ェア（ＳＷ）コード８２５を記憶することができる。代替として、ソフトウェアコード８
２５は、プロセッサモジュール８１０によって直接実行可能ではないが、（たとえば、コ
ンパイルされ実行されたとき）本明細書に記載される様々な機能をＵＥ８１５に実行させ
るように構成され得る。
【０１０７】
　[0130]　プロセッサモジュール８１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュー
ル８１０は、トランシーバモジュール８７０を通して受信された情報、および／またはア
ンテナ８８０を通る送信用にトランシーバモジュール８７０に送られるべき情報を処理す
ることができる。プロセッサモジュール８１０は、単独で、またはＵＥ共有ＲＦスペクト
ル帯域モジュール８４０とともに、第１のキャリアおよび／または第２のキャリアを介し
て通信する様々な態様を扱うことができる。
【０１０８】
　[0131]　トランシーバモジュール８７０は、パケットを変調し、変調されたパケットを
送信用にアンテナ８８０に供給し、アンテナ８８０から受信されたパケットを復調するよ
うに構成されたモデムを含み得る。トランシーバモジュール８７０は、場合によっては、
１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとし
て実装され得る。トランシーバモジュール８７０は、第１のキャリアおよび／または第２
のキャリアにおける通信をサポートすることができる。トランシーバモジュール８７０は
、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図４、図５、および／または図７を参照して記載されたｅＮＢ
または装置１０５、２０５、４０５、５０５、および／または７０５のうちの１つまたは
複数と、アンテナ８８０を介して双方向に通信するように構成され得る。ＵＥ８１５は単
一のアンテナを含み得るが、ＵＥ８１５が複数のアンテナ８８０を含み得る実施形態があ
り得る。
【０１０９】
　[0132]　ＵＥ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール８４０は、共有無線周波数スペクトル
帯域内のワイヤレス通信に関係する、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図４、図５、および
／または図６を参照して記載された特徴および／または機能の一部または全部を実行およ
び／または制御するように構成され得る。たとえば、ＵＥ共有ＲＦスペクトル帯域モジュ
ール８４０は、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域内にあるときの動作の
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補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタンドア
ロンモードをサポートするように構成され得る。ＵＥ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール
８４０は、ＬＴＥ通信を扱うように構成されたＬＴＥモジュール８４５、無認可無線周波
数スペクトル帯域を使用するＬＴＥ通信を扱うように構成されたＬＴＥ無認可モジュール
８５０、および／または無認可スペクトルにおける他の通信を扱うように構成された無認
可モジュール８５５を含み得る。ＵＥ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール８４０は、構成
されたＵＥ／ｅＮＢ通信管理モジュール８６０を含む場合もある。ＵＥ／ｅＮＢ通信管理
モジュール８６０は、図４、図５、および／または図６を参照して記載された通信管理モ
ジュール４１５、５１５、および／または６０５の１つまたは複数の態様の一例であり得
る。ＵＥ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール８４０またはその部分は、プロセッサを含む
場合があり、ならびに／またはＵＥ共有ＲＦスペクトル帯域モジュール８４０の機能の一
部もしくは全部は、プロセッサモジュール８１０により、および／もしくはプロセッサモ
ジュール８１０とともに実行され得る。
【０１１０】
　[0133]　図９は、本開示の様々な態様による、ｅＮＢ９０５とＵＥ９１５とを含むよう
に示された多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システム９００のブロック図を示す。ｅＮＢ９
０５およびＵＥ９１５は、第１のキャリア（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／もし
くは認可無線周波数スペクトル帯域内のキャリア）、ならびに／または第２のキャリア（
たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域内のキャリア）上のワイヤレス通信をサポー
トすることができる。ｅＮＢ９０５は、図４および／もしくは図５を参照して記載された
装置４０５および／もしくは５０５のうちの１つ、ならびに／または図１、図２Ａ、図２
Ｂ、および／もしくは図７を参照して記載されたｅＮＢ１０５、２０５、および／もしく
は７０５のうちの１つの１つまたは複数の態様の一例であり得る。ＵＥ９１５は、図４お
よび／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１
つ、ならびに／または図１、図２Ａ、図２Ｂ、および／もしくは図８を参照して記載され
たＵＥ１１５、２１５、および／もしくは８１５のうちの１つの１つまたは複数の態様の
一例であり得る。ＭＩＭＯ通信システム９００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂ
を参照して記載されたワイヤレス通信システム１００、２００、および／または２５０の
態様を示すことができる。
【０１１１】
　[0134]　ｅＮＢ９０５はアンテナ９３４a～９３４xを装備する場合があり、ＵＥ９１５
はアンテナ９５２a～９５２nを装備し得る。ＭＩＭＯ通信システム９００では、ｅＮＢ９
０５は、同時に複数の通信リンクを介してデータを送ることが可能であり得る。各通信リ
ンクは「レイヤ（layer）」と呼ばれる場合があり、通信リンクの「ランク（rank）」は
、通信に使用されるレイヤの数を示すことができる。たとえば、ｅＮＢ９０５が２つの「
レイヤ」を送信する２×２ＭＩＭＯシステムでは、ｅＮＢ９０５とＵＥ９１５との間の通
信リンクのランクは２であり得る。
【０１１２】
　[0135]　ｅＮＢ９０５において、送信メモリ９４２と通信可能に結合された送信（Ｔｘ
）プロセッサ９２０は、データソースからデータを受信することができる。送信プロセッ
サ９２０は、データを処理することができる。送信プロセッサ９２０はまた、いくつかの
基準シンボル用の基準シーケンスおよび／またはセル固有基準信号を生成することができ
る。送信（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ９３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御
シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング
）を実施することができ、出力シンボルストリームを送信（Ｔｘ）変調器９３２a～９３
２xに供給することができる。各変調器９３２は、出力サンプルストリームを取得するた
めに、（たとえば、ＯＦＤＭなどのための）それぞれの出力シンボルストリームを処理す
ることができる。各変調器９３２は、ダウンリンク（ＤＬ）信号を取得するために、出力
サンプルストリームをさらに処理（たとえば、アナログ変換、増幅、フィルタ処理、およ
びアップコンバート）することができる。一例では、変調器９３２a～９３２xからのＤＬ
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信号は、それぞれアンテナ９３４a～９３４xを介して送信され得る。
【０１１３】
　[0136]　ＵＥ９１５において、アンテナ９５２a～９５２nは、ｅＮＢ９０５からＤＬ信
号を受信することができ、受信信号をそれぞれ受信（Ｒｘ）復調器９５４a～９５４nに供
給することができる。各復調器９５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受
信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）
することができる。各復調器９５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえ
ば、ＯＦＤＭなどのための）入力サンプルを処理することができる。ＭＩＭＯ検出器９５
６は、すべての復調器９５４a～９５４nから受信シンボルを取得し、適用可能な場合、受
信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実施し、検出されたシンボルを供給することができる
。受信（Ｒｘ）プロセッサ９５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デイ
ンターリーブ、および復号）し、ＵＥ９１５のための復号されたデータをデータ出力に供
給し、復号された制御情報をプロセッサ９８０またはメモリ９８２に供給することができ
る。
【０１１４】
　[0137]　アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ９１５において、送信（Ｔｘ）プロセッサ９
６４は、データソースからのデータを受信し処理することができる。送信プロセッサ９６
４は、また、いくつかの基準シンボル用の基準シーケンスおよび／または基準信号を生成
することができる。送信プロセッサ９６４からのシンボルは、適用可能な場合、送信（Ｔ
ｘ）ＭＩＭＯプロセッサ９６６によってプリコーディングされ、（たとえば、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡなどのために）送信（Ｔｘ）変調器９５４a～９５４nによってさらに処理され、ｅＮ
Ｂ９０５から受信された送信パラメータに従ってｅＮＢ９０５に送信され得る。ｅＮＢ９
０５において、ＵＥ９１５からのＵＬ信号は、アンテナ９３４によって受信され、受信機
（Ｒｘ）復調器９３２によって処理され、適用可能な場合、ＭＩＭＯ検出器９３６によっ
て検出され、受信（Ｒｘ）プロセッサ９３８によってさらに処理され得る。受信プロセッ
サ９３８は、復号データをデータ出力およびプロセッサ９４０に供給することができる。
【０１１５】
　[0138]　プロセッサ９４０および９８０は、第１のキャリアおよび／または第２のキャ
リアにおいてワイヤレス通信を管理するための、それぞれのモジュールまたは機能９４１
および９８１を含み得る。いくつかの実施形態では、モジュールまたは機能９４１、９８
１は、図４、図５、図６、図７、および／または図８を参照して記載された通信管理モジ
ュール４１５、５１５、６０５、７９０、および／または８６０の１つまたは複数の態様
の例であり得る。ｅＮＢ９０５は、ＵＥ９１５および／または他のＵＥもしくは装置と通
信するためにモジュールまたは機能９４１を使用することができ、ＵＥ９１５は、ｅＮＢ
９０５および／または他のｅＮＢもしくは装置と通信するためにモジュールまたは機能９
８１を使用することができる。場合によっては、ｅＮＢ９０５およびＵＥ９１５は、ＣＣ
Ａの実行に成功した後、第２のキャリアを介して１つまたは複数のチャネルを送信するこ
とだけができる。
【０１１６】
　[0139]　ｅＮＢ９０５の構成要素は、ハードウェア内の適用可能な機能の一部または全
部を実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個別にまたは一括し
て実装され得る。言及されたモジュールの各々は、ＭＩＭＯ通信システム９００の動作に
関係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様に、ＵＥ９１５の
構成要素は、ハードウェア内の適用可能な機能の一部または全部を実行するように適応さ
れた１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個別にまたは一括して実装され得る。言及され
た構成要素の各々は、ＭＩＭＯ通信システム９００の動作に関係する１つまたは複数の機
能を実行するための手段であり得る。
【０１１７】
　[0140]　図１０～図１３は、本開示の様々な態様による、たとえば、補助ダウンリンク
モードで使用され得る例示的な０．５ｍｓのサブフレーム構造を示す。場合によっては、
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図１０～図１３に示されたサブフレーム構造は、図４および／もしくは図５を参照して記
載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１つもしくは複数、図７および／も
しくは図９を参照して記載されたｅＮＢ７０５および／もしくは９０５のうちの１つもし
くは複数、ならびに／または、図８および／もしくは図９を参照して記載されたＵＥ８１
５および／もしくは９１５のうちの１つもしくは複数に関して、第２のサブフレーム持続
時間を有する第２のサブフレーム構造として使用され得る。
【０１１８】
　[0141]　図１０は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を展
開するＬＴＥの補助ダウンリンクモードにおいてダウンリンクサブフレームの送信に使用
可能な周期的ゲーティング間隔（periodic gating interval）１００５の一例１０００を
示す。周期的ゲーティング間隔１００５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用する
ＬＴＥをサポートするｅＮＢとＵＥの両方によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例
は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および／または図９を参照して記載されたｅＮＢ１０
５、２０５、７０５、および／または９０５であり得る。そのようなＵＥの例は、図１、
図２Ａ、図２Ｂ、図８、および／または図９を参照して記載されたＵＥ１１５、２１５、
８１５、および／または９１５であり得る。
【０１１９】
　[0142]　例として、周期的ゲーティング間隔１００５の持続時間は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無線フレームの持続時間に等しい（またはほぼ等しい）ことがあり得る。場合によって
は、周期的ゲーティング間隔１００５の境界は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームの境界
と同期され（たとえば、位置合わせされ）得る。
【０１２０】
　[0143]　周期的ゲーティング間隔１００５は、いくつかのサブフレーム（たとえば、Ｓ
Ｆ０、ＳＦ１、．．．、ＳＦ１９と標記される２０個のサブフレーム）を含む場合あり、
それらのサブフレームは、０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間を有するサブフレーム構
造によって定義され得る。サブフレームＳＦ０～ＳＦ１７はダウンリンク（Ｄ）サブフレ
ーム１０１０であり得るし、サブフレームＳＦ１８はガード期間（Ｇ）サブフレーム１０
１５であり得るし、ＳＦ１９はＣＣＡ（Ｃ）サブフレーム１０２０であり得る。Ｄサブフ
レーム１０１０は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームのチャネル占有時間を一括して定義
することができ、Ｇサブフレーム１０１５は、チャネルアイドル時間を定義することがで
きる。何らかの規制要件の下で、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームは、１ミリ秒と９．５
ミリ秒との間の最大チャネル占有時間（オン時間）と、チャネル占有時間の５パーセント
（たとえば、最小５０マイクロ秒）の最小チャネルアイドル時間（オフ時間）とを有し得
る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ規格への準拠を保証するために、周期的ゲーティング間隔１００
５は、Ｇサブフレーム１０１５の一部として０．５ミリ秒のガード期間（すなわち、オフ
時間）を提供することによって、これらの要件に従うことができる。
【０１２１】
　[0144]　Ｃサブフレーム１０２０は、（６個のＣＣＡスロットが示されているが）７個
までのスロット１０２５を含む場合があり、その中で、無認可無線周波数スペクトル帯域
の特定のチャネルを求めて競合するｅＮＢは、ダウンリンクＣＣＡ（ＤＣＣＡ１０３０）
を実行することができる。各ＣＣＡスロット１０２５は、ほぼ１／１４ミリ秒の持続時間
を有するＯＦＤＭシンボル位置と一致し得る。
【０１２２】
　[0145]　場合によっては、Ｃサブフレーム１０２０の異なる発生において（すなわち、
無認可無線周波数スペクトル帯域の異なる送信間隔の間にＤＣＣＡ１０３０を実行するた
めに使用される異なるＣサブフレームにおいて）、ＣＣＡスロット１０２５のうちの異な
るスロットがｅＮＢによって擬似ランダムに識別または選択され得る。ＣＣＡスロット１
０２５の擬似ランダムな識別または選択は、ホッピングシーケンスを使用して制御され得
る。他の場合には、同じＣＣＡスロット１０２５は、Ｃサブフレームの異なる発生におい
てｅＮＢによって選択され得る。
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【０１２３】
　[0146]　ワイヤレス通信システムのｅＮＢは、同じまたは異なる事業者によって運用さ
れ得る。いくつかの実施形態では、異なる事業者によって運用されるｅＮＢは、特定のＣ
サブフレーム１０２０においてＣＣＡスロット１０２５のうちの異なるスロットを選択す
る場合があり、それにより、異なる事業者間のＣＣＡの衝突を回避する。異なる事業者の
擬似ランダムな選択機構が調整される場合、ＣＣＡスロット１０２５は複数の異なる事業
者によって擬似ランダムに選択される場合があり、その結果、異なる事業者のｅＮＢは、
各々特定の送信間隔の最も早いＣＣＡスロット１０２５においてＤＣＣＡ１０３０を実行
する等しい機会を有する。このようにして、時間とともに、異なる事業者のｅＮＢは、各
々最初にＤＣＣＡ１０３０を実行する機会を有し、他の事業者のｅＮＢのニーズにかかわ
らず、無認可無線周波数スペクトル帯域の送信間隔へのアクセスを獲得することができる
。
【０１２４】
　[0147]　チャネルが利用可能であるが、周期的ゲーティング間隔１００５の終了前にｅ
ＮＢのＤＣＣＡ１０３０が完了したことをｅＮＢのＤＣＣＡ１０３０が示すとき、ｅＮＢ
は、周期的ゲーティング間隔１００５の終了までチャネルを予約するために１つまたは複
数の信号を送信することができる。１つまたは複数の信号は、場合によっては、チャネル
使用パイロット信号（ＣＵＰＳ：Channel Usage Pilot Signal）、チャネル使用ビーコン
信号（ＣＵＢＳ１０３５）、および／またはセル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific 
reference signal）を含み得る。ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１０３５、および／またはＣＲＳは
、チャネル同期とチャネル予約の両方に使用され得る。すなわち、別のｅＮＢがチャネル
上でＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１０３５、またはＣＲＳを送信し始めた後にチャネルに対してＣ
ＣＡを実行するデバイスは、ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１０３５、またはＣＲＳのエネルギーを
検出し、チャネルが現在利用不可能であることを決定することができる。
【０１２５】
　[0148]　ｅＮＢのチャネルに対するＣＣＡの正常完了および／またはそのチャネル上の
ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１０３５、もしくはＣＲＳの送信に続いて、ｅＮＢは、波形（たとえ
ば、ＬＴＥベースの波形（LTE-based waveform）１０４０）を送信するために所定の時間
期間（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームの一部分）までの間、そのチャネルを
使用することができる。
【０１２６】
　[0149]　図１１は、本開示の様々な態様による、図１０に示された無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９のＣＣの同一キャリアスケジューリングの
一例１１００を示す。例として、サブフレームのＣＣは、図１１において右を指す矢印１
１０５、１１１０、１１１５、および／または１１２０によって示されたように、サブフ
レーム単位でスケジュールされ得る。別の例として、サブフレームのＣＣは、サブフレー
ムをまたいでスケジュールされるか、または複数のサブフレームについてスケジュールさ
れる（図１１に示されず）場合があり、たとえば、各偶数のサブフレームはそれ自体と次
の奇数のサブフレームとをスケジュールすることができる。たとえば、サブフレームＳＦ
０は、それ自体と次のサブフレームＳＦ１とをスケジュールすることができる。ＥＰＤＣ
ＣＨは、同一キャリアスケジューリングに使用される場合があり、そのより細かいリソー
ス細分性の結果として有用であり得る。場合によっては、ＥＰＤＣＣＨリソース割振り／
構成は、ＤＲＢとして行われ得る。
【０１２７】
　[0150]　図１１は、サブフレームＳＦ０～ＳＦ１９に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィード
バック送信の一例も示す。例として、矢印１１２５のセットによって示されたように、２
つ以上のダウンリンクサブフレーム（たとえば、ｅＮＢのＳＦ０およびＳＦ１）が、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－ＡのｅＮＢの単一のアップリンクサブフレームにマッピングされ得る。矢印
１１３０のセットによって示されたように、ｅＮＢのダウンリンクサブフレームＳＦ２お
よびＳＦ３が、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡのｅＮＢの別のアップリンクサブフレームにマッピン
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グされ得る。場合によっては、単一のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンクサブフレームにマ
ッピングされた２つ以上のサブフレームのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック送信は、（た
とえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのペイロードを低減するために）時間領域でバ
ンドルされ得る。他の場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック送信は、時間領域でバ
ンドルされない場合がある。
【０１２８】
　[0151]　比較のために、図１１は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡのｅＮＢの例示的なダウンリン
クサブフレーム構造と、ｅＮＢのダウンリンクサブフレーム構造およびＬＴＥ／ＬＴＥ－
ＡのｅＮＢのアップリンクサブフレーム構造の各々との間の関係も示す。例として、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－ＡのｅＮＢのダウンリンクサブフレーム構造およびアップリンクサブフレー
ム構造は、各々１ミリ秒のサブフレーム持続時間を有し得る。
【０１２９】
　[0152]　図１２は、本開示の様々な態様による、図１０に示された無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９のＣＣのクロスキャリアスケジューリング
の一例１２００を示す。たとえば、制御チャネル（たとえば、ＰＤＣＣＨまたは別のタイ
プの制御チャネル）は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡのｅＮＢのダウンリンクサブフレームからｅ
ＮＢのサブフレームのうちの複数のサブフレームを指す矢印１２０５および１２１０のセ
ットによって示されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフレーム構造に基づくサブフレー
ムからサブフレーム構造に基づくサブフレームにＣＣをクロススケジュールするために使
用され得る。代替として、クロスキャリアスケジューリングは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブ
フレーム構造に基づくサブフレームからサブフレーム構造に基づくサブフレームへのＥＰ
ＤＣＣＨのような構造に基づくことができる。ＰＤＣＣＨがクロスキャリアスケジューリ
ングに使用される場合、特に、スケジューリングキャリアが無認可無線周波数スペクトル
帯域（図示せず）を展開するＬＴＥキャリアであるとき、１シンボルよりも小さいＰＤＣ
ＣＨリソース細分性（たとえば、０．５シンボルの細分性）が使用され得る。代替的に、
ｉ）第１のシンボル内の偶数のＲＢ、ｉｉ）第１のシンボル全体、またはｉｉｉ）第１の
シンボル全体プラス第２のシンボル内の偶数のＲＢなどの、様々なリソース細分性が使用
され得る。場合によっては、１つのセルが偶数のＲＢを使用する場合があり、異なるセル
が奇数のＲＢを使用し得る。
【０１３０】
　[0153]　図１２は、サブフレームＳＦ０～ＳＦ１９に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィード
バック送信の一例も示す。例として、矢印１２１５のセットによって示されたように、２
つ以上のダウンリンクサブフレーム（たとえば、ｅＮＢのＳＦ０およびＳＦ１）が、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－ＡのｅＮＢの単一のアップリンクサブフレームにマッピングされ得る。矢印
１２２０のセットによって示されたように、ｅＮＢのダウンリンクサブフレームＳＦ２お
よびＳＦ３が、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡのｅＮＢの別のアップリンクサブフレームにマッピン
グされ得る。場合によっては、単一のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンクサブフレームにマ
ッピングされた２つ以上のサブフレームのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック送信は、（た
とえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのペイロードを低減するために）時間領域でバ
ンドルされ得る。他の場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック送信は、時間領域でバ
ンドルされない場合がある。
【０１３１】
　[0154]　図１３は、本開示の様々な態様による、図１０～図１２を参照して記載された
サブフレーム構造を使用するＣＣＡ除外送信（ＣＥＴ）の一例１３００を示す。図示され
たように、ＣＥＴ用のリソースの割り振りは、たとえば、８０ミリ秒（８０ｍｓ）ごとに
１回行われ得る。無認可無線周波数スペクトル帯域を展開するいくつかの事業者の各々は
、ＣＥＴを送信するために、図１０～図１２に示されたサブフレーム構造を有するサブフ
レームを提供され得る。例として、図１３は、７つの異なる事業者向けの隣接ＣＥＴサブ
フレームを示す。そのような構造は、ダウンリンクサブフレームとアップリンクサブフレ
ームの両方に適用可能であり得る。
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【０１３２】
　[0155]　図１４～図１６は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル
帯域のＬＴＥ展開の、たとえばキャリアアグリゲーションモード（carrier aggregation 
mode）またはスタンドアロンモード（standalone mode）において使用され得る、例示的
な０．５ｍｓのサブフレーム構造を示す。場合によっては、図１４～図１６に示されたサ
ブフレーム構造は、図４および／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／
もしくは５０５のうちの１つもしくは複数、図７および／もしくは図９を参照して記載さ
れたｅＮＢ７０５および／もしくは９０５のうちの１つもしくは複数、ならびに／または
、図８および／もしくは図９を参照して記載されたＵＥ８１５および／もしくは９１５の
うちの１つもしくは複数に関して、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレ
ーム構造として使用され得る。
【０１３３】
　[0156]　図１４は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬ
ＴＥ展開のキャリアアグリゲーションモードまたはスタンドアロンモードにおいてダウン
リンクサブフレームの送信に使用可能な周期的ゲーティング間隔１４０５の一例１４００
を示す。周期的ゲーティング間隔１４０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬＴＥ
展開をサポートするｅＮＢとＵＥの両方によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例は
、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および図９を参照して記載されたｅＮＢ１０５、２０５
、７０５、および／または９０５であり得る。そのようなＵＥの例は、図１、図２Ａ、図
２Ｂ、図８、および／または図９を参照して記載されたＵＥ１１５、２１５、８１５、お
よび９１５であり得る。
【０１３４】
　[0157]　例として、周期的ゲーティング間隔１４０５の持続時間は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無線フレームの持続時間に等しい（またはほぼ等しい）場合がある。場合によっては、
周期的ゲーティング間隔１４０５の境界は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームの境界と同
期される（たとえば、位置合わせされる）場合がある。
【０１３５】
　[0158]　周期的ゲーティング間隔１４０５は、いくつかのサブフレーム（たとえば、Ｓ
Ｆ０、ＳＦ１、．．．、ＳＦ１９と標記される２０個のサブフレーム）を含む場合あり、
それらのサブフレームは、０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間を有するサブフレーム構
造によって定義され得る。サブフレームＳＦ０～ＳＦ９はダウンリンク（Ｄ）サブフレー
ム１４１０であり得るし、サブフレームＳＦ１０は特殊ダウンリンク（Ｄ’）サブフレー
ム１４１５であり得るし、サブフレームＳＦ１１はＣＣＡ（Ｃ）サブフレーム１４２０で
あり得るし、サブフレームＳＦ１２～ＳＦ１７はアップリンク（Ｕ）サブフレーム１４２
５であり得るし、サブフレームＳＦ１８は特殊アップリンク（Ｕ’）サブフレーム１４３
０であり得るし、ＳＦ１９はＣＣＡ（Ｃ）サブフレーム１４３５であり得る。
【０１３６】
　[0159]　Ｕ’サブフレーム１４３０は、部分的アップリンクサブフレームを供給するこ
とができ、サブフレームの最後のシンボルはＣＣＡスロット１４４０として使用され得る
。Ｃサブフレーム１４３５は６個までのＣＣＡスロット１４４０を含み得る。無認可無線
周波数スペクトル帯域の特定のチャネルを求めて競合するいくつかのｅＮＢの各々は、Ｃ
ＣＡスロット１４４０のうちの１つを使用してＤＣＣＡ１４４５を実行することができる
。各ＣＣＡスロット１４４０は、ほぼ１／１４ミリ秒の持続時間を有するＯＦＤＭシンボ
ル位置と一致し得る。
【０１３７】
　[0160]　場合によっては、Ｃサブフレーム１４３５の異なる発生において（すなわち、
無認可無線周波数スペクトル帯域の異なる送信間隔の間にＤＣＣＡ１４４５を実行するた
めに使用される異なるＣサブフレームにおいて）、ＣＣＡスロット１４４０のうちの異な
るスロットがｅＮＢによって擬似ランダムに識別または選択され得る。ＣＣＡスロット１
４４０の擬似ランダムな識別または選択は、ホッピングシーケンスを使用して制御され得
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る。他の場合には、同じＣＣＡスロット１４４０は、Ｃサブフレームの異なる発生におい
てｅＮＢによって選択され得る。
【０１３８】
　[0161]　ワイヤレス通信システムのｅＮＢは、同じまたは異なる事業者によって運用さ
れ得る。いくつかの実施形態では、異なる事業者によって運用されるｅＮＢは、特定のＣ
サブフレーム１４３５においてＣＣＡスロット１４４０のうちの異なるスロットを選択す
る場合があり、それにより、異なる事業者間のＣＣＡの衝突を回避する。異なる事業者の
擬似ランダムな選択機構が調整される場合、ＣＣＡスロット１４４０は複数の異なる事業
者によって擬似ランダムに選択される場合があり、その結果、異なる事業者のｅＮＢは、
各々特定の送信間隔の最も早いＣＣＡスロット１４４０においてＤＣＣＡ１４４５を実行
する等しい機会を有する。このようにして、時間とともに、異なる事業者のｅＮＢは、各
々最初にＤＣＣＡ１４４５を実行する機会を有し、他の事業者のｅＮＢのニーズにかかわ
らず、無認可無線周波数スペクトル帯域の送信間隔へのアクセスを獲得することができる
。
【０１３９】
　[0162]　チャネルが利用可能であるが、周期的ゲーティング間隔１４０５の終了前にｅ
ＮＢのＤＣＣＡ１４４５が完了したことをｅＮＢのＤＣＣＡ１４４５が示すとき、ｅＮＢ
は、周期的ゲーティング間隔１４０５の終了までチャネルを予約するために１つまたは複
数の信号を送信することができる。１つまたは複数の信号は、場合によっては、ＣＵＰＳ
、ＣＵＢＳ１４５０、および／またはＣＲＳを含み得る。ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１４５０、
および／またはＣＲＳは、チャネル同期とチャネル予約の両方に使用され得る。すなわち
、別のｅＮＢがチャネル上でＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１４５０、またはＣＲＳを送信し始めた
後にチャネルに対してＣＣＡを実行するデバイスは、ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１４５０、また
はＣＲＳのエネルギーを検出し、チャネルが現在利用不可能であることを決定することが
できる。
【０１４０】
　[0163]　ｅＮＢのチャネルに対するＣＣＡの正常完了および／またはそのチャネル上の
ＣＵＰＳ、ＣＵＢＳ１４５０、もしくはＣＲＳの送信に続いて、ｅＮＢは、波形（たとえ
ば、ＬＴＥベースの波形１４５５）を送信するために所定の時間期間（たとえば、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ無線フレームの一部分）までの間、そのチャネルを使用することができる。
【０１４１】
　[0164]　図１５は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬ
ＴＥ展開のキャリアアグリゲーションモードまたはスタンドアロンモードにおいてアップ
リンクサブフレームの送信に使用可能な周期的ゲーティング間隔１５０５の一例１５００
を示す。周期的ゲーティング間隔１５０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域のＬＴＥ
展開をサポートするｅＮＢとＵＥの両方によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例は
、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および／または図９を参照して記載されたｅＮＢ１０５
、２０５、７０５、および９０５であり得る。そのようなＵＥの例は、図１、図２Ａ、図
２Ｂ、図８、および／または図９を参照して記載されたＵＥ１１５、２１５、８１５、お
よび９１５であり得る。
【０１４２】
　[0165]　例として、周期的ゲーティング間隔１５０５の持続時間は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無線フレームの持続時間に等しい（またはほぼ等しい）場合がある。
【０１４３】
　[0166]　周期的ゲーティング間隔１５０５は、いくつかのサブフレーム（たとえば、Ｓ
Ｆ０、ＳＦ１、．．．、ＳＦ１９と標記される２０個のサブフレーム）を含む場合あり、
それらのサブフレームは、０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間を有するサブフレーム構
造によって定義され得る。サブフレームＳＦ０～ＳＦ９はダウンリンク（Ｄ）サブフレー
ム１４１０であり得るし、サブフレームＳＦ１０は特殊ダウンリンク（Ｄ’）サブフレー
ム１４１５であり得るし、サブフレームＳＦ１１はＣＣＡ（Ｃ）サブフレーム１４２０で
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あり得るし、サブフレームＳＦ１２～ＳＦ１７はアップリンク（Ｕ）サブフレーム１４２
５であり得るし、サブフレームＳＦ１８は特殊アップリンク（Ｕ’）サブフレーム１４３
０であり得るし、ＳＦ１９はＣＣＡ（Ｃ）サブフレーム１４３５であり得る。
【０１４４】
　[0167]　Ｄ’サブフレーム１４１５はガード期間を供給することができ、サブフレーム
の最後のシンボルはＣＣＡスロット１５１０として使用され得る。Ｃサブフレーム１４２
０は６個までのＣＣＡスロット１５１０を含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域の
特定のチャネルを求めて競合するいくつかのｅＮＢの各々は、ＣＣＡスロット１５１０の
うちの１つを使用してアップリンクＣＣＡ（ＵＣＣＡ１５１５）を実行することができる
。各ＣＣＡスロット１５１０は、ほぼ１／１４ミリ秒の持続時間を有するＯＦＤＭシンボ
ル位置と一致し得る。
【０１４５】
　[0168]　場合によっては、Ｃサブフレーム１４２０の異なる発生において（すなわち、
無認可無線周波数スペクトル帯域の異なる送信間隔の間にＵＣＣＡ１５１５を実行するた
めに使用される異なるＣサブフレームにおいて）、ＣＣＡスロット１５１０のうちの異な
るスロットがｅＮＢによって擬似ランダムに識別または選択され得る。ＣＣＡスロット１
５１０の擬似ランダムな識別または選択は、ホッピングシーケンスを使用して制御され得
る。他の場合には、同じＣＣＡスロット１５１０は、Ｃサブフレームの異なる発生におい
てｅＮＢによって選択され得る。
【０１４６】
　[0169]　ワイヤレス通信システムのｅＮＢは、同じまたは異なる事業者によって運用さ
れ得る。いくつかの実施形態では、異なる事業者によって運用されるｅＮＢは、特定のＣ
サブフレーム１４２０においてＣＣＡスロット１５１０のうちの異なるスロットを選択す
る場合があり、それにより、異なる事業者間のＣＣＡの衝突を回避する。異なる事業者の
擬似ランダムな選択機構が調整される場合、ＣＣＡスロット１５１０は複数の異なる事業
者によって擬似ランダムに選択される場合があり、その結果、異なる事業者のｅＮＢは、
各々特定の送信間隔の最も早いＣＣＡスロット１５１０においてＵＣＣＡ１５１５を実行
する等しい機会を有する。このようにして、時間とともに、異なる事業者のｅＮＢは、各
々最初にＵＣＣＡ１５１５を実行する機会を有し、他の事業者のｅＮＢのニーズにかかわ
らず、無認可無線周波数スペクトル帯域の送信間隔へのアクセスを獲得することができる
。
【０１４７】
　[0170]　チャネルが利用可能であるが、周期的ゲーティング間隔１５０５の終了前にｅ
ＮＢのＵＣＣＡ１５１５が完了したことをｅＮＢのＵＣＣＡ１５１５が示すとき、ｅＮＢ
は、周期的ゲーティング間隔１５０５の終了までチャネルを予約するために１つまたは複
数の信号を送信することができる。１つまたは複数の信号は、場合によっては、アップリ
ンクＣＵＰＳ（ＵＣＵＰＳ）、アップリンクＣＵＢＳ（ＵＣＵＢＳ１５２０）、および／
またはＣＲＳを含み得る。ＵＣＵＰＳ、ＵＣＵＢＳ１５２０、および／またはＣＲＳは、
チャネル同期とチャネル予約の両方に使用され得る。すなわち、別のｅＮＢがチャネル上
でＵＣＵＰＳ、ＵＣＵＢＳ１５２０、またはＣＲＳを送信し始めた後にチャネルに対して
ＣＣＡを実行するデバイスは、ＵＣＵＰＳ、ＵＣＵＢＳ１５２０、またはＣＲＳのエネル
ギーを検出し、チャネルが現在利用不可能であることを決定することができる。
【０１４８】
　[0171]　ｅＮＢのチャネルに対するＣＣＡの正常完了および／またはそのチャネル上の
ＵＣＵＰＳ、ＵＣＵＢＳ１５２０、もしくはＣＲＳの送信に続いて、ｅＮＢは、波形（た
とえば、ＬＴＥベースの波形１５２５）を送信するために所定の時間期間（たとえば、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームの一部分）までの間、そのチャネルを使用することができ
る。
【０１４９】
　[0172]　図１６は、本開示の様々な態様による、図１４または図１５に示された無認可
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無線周波数スペクトル帯域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９のＣＣのクロスキャリアスケ
ジューリングの一例１６００を示す。一例では、クロスキャリアスケジューリングは、第
２のサブフレーム構造のサブフレームのＣＣ内で実行され得る（たとえば、スケジューリ
ングは、上向きを指す矢印１６０５、１６１０、および／または１６１５によって示され
たように、サブフレーム単位で行われ得る）。代替的に、無認可無線周波数スペクトル帯
域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９のＣＣは、図１１および／または図１２を参照して記
載されたようにスケジュールされ得る。
【０１５０】
　[0173]　図１６は、無認可無線周波数スペクトル帯域のサブフレームＳＦ０～ＳＦ１９
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック送信の一例も示す。例として、矢印１６２０の
セットによって示されたように、２つ以上のダウンリンクサブフレーム（たとえば、無認
可無線周波数スペクトル帯域のｅＮＢのＳＦ０、ＳＦ１、およびＳＦ２）が、単一の無認
可無線周波数スペクトル帯域のアップリンクサブフレームにマッピングされ得る。矢印１
６２５、１６３０、および／または１６３５のセットによって示されたように、ダウンリ
ンクサブフレームのさらなるグループが他の無認可無線周波数スペクトル帯域のアップリ
ンクサブフレームにマッピングされ得る。場合によっては、単一の無認可無線周波数スペ
クトル帯域のアップリンクサブフレームにマッピングされた２つ以上の無認可無線周波数
スペクトル帯域のサブフレームのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック送信は、（たとえば、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのペイロードを低減するために）時間領域でバンドルさ
れ得る。他の場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック送信は、時間領域でバンドルさ
れない場合がある。
【０１５１】
　[0174]　図１７Ａおよび図１７Ｂは、本開示の様々な態様による、レーダー検出に使用
可能な周期的ゲーティング間隔１７０５の一例１７００を示す。周期的ゲーティング間隔
１７０５は、無認可無線周波数スペクトル帯域をサポートするｅＮＢとＵＥの両方によっ
て使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および図９を
参照して記載されたｅＮＢ１０５、２０５、７０５、および９０５であり得る。そのよう
なＵＥの例は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図８、および図９を参照して記載されたＵＥ１１
５、２１５、８１５、および９１５であり得る。例として、周期的ゲーティング間隔１７
０５は、０．５ｍｓのサブフレーム構造に基づき得る。
【０１５２】
　[0175]　例として、周期的ゲーティング間隔１７０５の持続時間は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無線フレームの持続時間に等しい（またはほぼ等しい）場合がある。場合によっては、
周期的ゲーティング間隔１７０５の境界は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームの境界と同
期される（たとえば、位置合わせされる）場合がある。
【０１５３】
　[0176]　周期的ゲーティング間隔１７０５は、いくつかのサブフレーム（たとえば、Ｓ
Ｆ０、ＳＦ１、．．．、ＳＦ１９と標記される２０個のサブフレーム）を含む場合あり、
それらのサブフレームは、０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間を有するサブフレーム構
造によって定義され得る。サブフレームＳＦ０～ＳＦ２、ＳＦ４～ＳＦ６、ＳＦ８～ＳＦ
１０、およびＳＦ１２～ＳＦ１４は、レーダー検出に使用される場合があり、サブフレー
ムＳＦ３、ＳＦ７、ＳＦ１１、およびＳＦ１９は、チャネルアクセスを求めて競合し、Ｃ
ＣＡを実行するために使用され得る。
【０１５４】
　[0177]　連邦通信委員会（ＦＣＣ：Federal Communications Commission）によって米
国において指定されたレーダーテスト波形によれば、レーダータイプ２、３、または４の
存在を検出するために、キャリアのチャネルは、送信の１．５ミリ秒後、少なくとも０．
５ミリ秒の間監視されるべきである。加えて、レーダータイプ１または５の存在を検出す
るために、キャリアのチャネルは、送信の７．５ミリ秒後、少なくとも２．０ミリ秒の間
監視されるべきである。いくつかの実施形態によれば、下記でより詳細に記載されるよう
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に、ｅＮＢまたはＵＥは、監視されるべき無線周波数スペクトルのチャネルのトーンに対
応する不連続送信（ＤＴＸ：discontinuous transmission）期間において、ＣＣＡ手順を
実施することができる。この点について、図１７Ａおよび図１７Ｂは、周期的ゲーティン
グ間隔１７０５の様々なサブフレームにおいて実行されているＤＣＣＡを示す。
【０１５５】
　[0178]　周期的ゲーティング間隔１７０５の間に送信するために、ｅＮＢまたはＵＥは
、周期的ゲーティング間隔１７０５についての第１のＣＣＡ試行の間に成功する必要があ
り得る。そうでない場合、図１７Ａと図１７Ｂにまたがる周期的ゲーティング間隔１７０
５において示されたように、ｅＮＢまたはＵＥは、ＣＣＡを実行するために次の周期的ゲ
ーティング間隔まで待つ必要があり得る。
【０１５６】
　[0179]　図１８は、本開示の様々な態様による、第２のキャリアにおいて通信するため
の０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間を有するサブフレーム構造のダウンリンクサブフ
レームまたはアップリンクサブフレーム用のＤＭ－ＲＳパターンの生成を示す。たとえば
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクトル帯域用のＤＬ　ＤＭ－ＲＳは、第１のサブフ
レーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造の０．５ミリ秒の最後の２つのシンボル
内に存在する場合があり、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクトル帯域用のＰＵＳＣＨ
用のＵＬ　ＤＭ－ＲＳは、中央のシンボル内に存在し得る。無認可無線周波数スペクトル
帯域用のＤＬ　ＤＭ－ＲＳパターンは、第２のサブフレーム持続時間を有するサブフレー
ム構造の２つのＲＢ（たとえば、２つの隣接ＲＢ）に基づき、（ＤＭ－ＲＳパターンが１
ＲＢ×２（０．５ｍｓ）を超えて指定され得る）ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクト
ル帯域内に同様であり得るし、（ＤＭ－ＲＳパターンが２ＲＢ×１（０．５ｍｓ）を超え
て指定され得る）同様のＤＭ－ＲＳオーバーヘッドを維持しながら、ランク８までのＰＤ
ＳＣＨ送信が無認可無線周波数スペクトル帯域においてサポートされ得る。加えて、改善
されたマルチパス遅延ハンドリングのための２つの隣接周波数ブロック間のトーンの穴（
tone gaping）を最小化するために、新しいＤＬ　ＤＭ－ＲＳパターンは、少なくとも低
いランクについて周波数がジグザクにされ得る（たとえば、ジグザグ化（staggering）は
ランク１とランク２について使用されるが、ランク３とその上について使用されない場合
がある）。同様の新しいＵＬ　ＤＭ－ＲＳパターンも使用され得る。マルチサブフレーム
ＤＭ－ＲＳのバンドリングが採用される場合もあり、その場合、２つ以上のサブフレーム
をまたいで同じプリコーディングが適用される場合があり、その結果、改善されたチャネ
ル推定のために、２つ以上のサブフレームに基づくジョイントチャネル推定が実行され得
る。
【０１５７】
　[0180]　第２のキャリアにおいて通信するための０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間
を有するサブフレーム構造用のＣＳＩ－ＲＳパターンは、（密度が増加する可能性がある
が）ＣＳＩ－ＲＳポート当たり１つのＲＥ／ＲＢを有する２つの隣接ＲＢに基づく場合も
ある。ＣＳＩ－ＲＳのＲＢは、特に、無認可無線周波数スペクトル帯域において新しいＤ
Ｍ－ＲＳパターンが使用されるとき、シンボル３および４などの、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシ
ステムにおいて使用されるＣＳＩ－ＲＳと比較して異なるシンボル内に配置される必要が
り得る。
【０１５８】
　[0181]　２つのＲＢのＤＭ－ＲＳパターンが採用される場合、ジョイントチャネル推定
（joint channel estimation）は、各２つのＲＢ（たとえば、各ＤＲＢ）について行われ
得る。
【０１５９】
　[0182]　場合によっては、１ミリ秒のサブフレーム構造と０．５ミリ秒のサブフレーム
構造の両方に同じシーケンス生成技法が使用される場合があり、各０．５ミリ秒のサブフ
レーム構造は、シーケンス生成の目的でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフレームのスロットとし
て扱われる。
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【０１６０】
　[0183]　いくつかの実施形態では、ｅＮＢまたはＵＥのすべての動作モード（たとえば
、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、およびスタンドアロンモ
ード）について、同じ最小のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic r
epeat request）タイミング要件が維持され得る。しかしながら、ＵＥの観点から、２ミ
リ秒、３ミリ秒、および／または４ミリ秒のＨＡＲＱ　ＡＣＫタイミングをサポートする
能力などの、複数のＵＥのＨＡＲＱ能力が存在し得る。そのような場合、ＵＥはその能力
を示すことができ、ｅＮＢはそれに応じてＵＥのＨＲＡＱをスケジュールすることができ
る。
【０１６１】
　[0184]　第２のサブフレーム構造の第２の持続時間が第１のサブフレーム構造の第１の
持続時間よりも小さいとき、アップリンクサブフレーム電力制御は、（たとえば、同じ変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）ならびに同じ目標性能を仮定すると）第２のサブフ
レーム構造を有するサブフレームに対して調整されなければならない場合がある。これは
、たとえば、オープンループ電力制御構成によって対処され得る。
【０１６２】
　[0185]　同様に、第２のサブフレーム構造の第２の持続時間が第１のサブフレーム構造
の第１の持続時間よりも小さいとき、および第２のサブフレーム構造が無認可無線周波数
スペクトル帯域のアップリンクサブフレーム構造であるとき、アップリンクサブフレーム
構造の最後のシンボルがサウンディング基準信号（ＳＲＳ：sounding reference signal
）として使用されると、アップリンクサブフレーム構造は短縮された持続時間を有し得る
。
【０１６３】
　[0186]　図１９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１９００
の一例を示すフローチャートである。明確にするために、方法１９００は、図４および／
もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１つもし
くは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および／もしくは図９を参照して記載されたｅ
ＮＢ１０５、２０５、７０５、および／もしくは９０５のうちの１つもしくは複数、なら
びに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図８、および／もしくは図９を参照して記載され
たＵＥ１１５、２１５、８１５、および／もしくは９１５のうちの１つもしくは複数の態
様を参照して下記に記載される。いくつかの実施形態では、装置４０５、５０５、ｅＮＢ
１０５、２０５、７０５、９０５、および／またはＵＥ１１５、２１５、８１５、９１５
のうちの１つなどの装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、下記に記載される機能を実行するため
に、装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するコードの１つまたは複数のセットを
実行することができる。
【０１６４】
　[0187]　ブロック１９０５において、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック１９０５
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５２５および／もしくは６１０を使用
して実行され得る。
【０１６５】
　[0188]　ブロック１９１０において、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサ
ブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック１９１０
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用
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して実行され得る。
【０１６６】
　[0189]　ブロック１９１５において、装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、少なくとも第２の
サブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用して、少なくとも１つのノ
ードと通信することができる。装置、ｅＮＢ、またはＵＥが通信するノードは、別の装置
、ｅＮＢ、またはＵＥであり得る。ブロック１９１５における動作は、場合によっては、
図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照して記載された通信管理モジュー
ル４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／もしくは９８１、ならびに／また
は図５および／もしくは図６を参照して記載された第２の無線周波数スペクトル帯域通信
管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用して実行され得る。
【０１６７】
　[0190]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、第１のキャリアはＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内であり得るし、第２のキャ
リアは無認可無線周波数スペクトル帯域内であり得る。
【０１６８】
　[0191]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間は、第１のサブフレー
ム持続時間よりも小さい場合がある。たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、たとえば、第１のサブフ
レーム持続時間は１ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得るし、第２のサブフレーム持
続時間は０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得る。場合によっては、いくつかの
ダウンリンクサブフレームは、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム
構造を使用して、（たとえば、ｅＮＢからＵＥに）送信されるか、または（たとえば、Ｕ
ＥにおいてｅＮＢから）受信される場合があり、いくつかのアップリンクサブフレームは
、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造を使用して、（たとえば
、ＵＥからｅＮＢに）送信されるか、または（たとえば、ｅＮＢにおいてＵＥから）受信
される場合があり、第２のサブフレーム持続時間は第１のサブフレーム持続時間よりも小
さい。
【０１６９】
　[0192]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０、図１４、図１７Ａ、および／ま
たは図１７Ｂのいずれかを参照して記載されたように、第１のチャネルは第１のサブフレ
ーム持続時間を使用して第１のキャリアにおいて送信される場合があり、第２のチャネル
は第２のサブフレーム持続時間を使用して第２のキャリアにおいて送信され得る。第１の
チャネルおよび第２のチャネルは、場合によっては、ｅＮＢから少なくとも１つのＵＥに
送信され得る。
【０１７０】
　[0193]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０、図１４、図１７Ａ、および／ま
たは図１７Ｂのいずれかを参照して記載されたように、第１のチャネルは第１のサブフレ
ーム持続時間を使用して第１のキャリアにおいて受信される場合があり、第２のチャネル
は第２のサブフレーム持続時間を使用して第２のキャリアにおいて受信され得る。第１の
チャネルおよび第２のチャネルは、場合によっては、ＵＥにおいてｅＮＢから受信され得
る。
【０１７１】
　[0194]　第１のサブフレーム構造および第２のサブフレーム構造の各々は、１つもしく
は複数のアップリンクサブフレームおよび／または１つもしくは複数のダウンリンクサブ
フレームを含み得る。いくつかの実施形態では、送信されるべきチャネルのタイプが識別
される場合があり、そのチャネルは、第１のサブフレーム持続時間または第２のサブフレ
ーム持続時間のいずれかを使用して、アップリンクサブフレームにおいて送信される場合
があり、使用されるサブフレーム持続時間は識別されたチャネルのタイプに少なくとも部
分的に基づく。すなわち、アップリンクサブフレームのサブフレーム持続時間は、チャネ
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ル依存であり得る（たとえば、ＰＵＳＣＨは１ミリ秒のサブフレーム持続時間をもつアッ
プリンクサブフレームを有する場合があり、ＰＵＣＣＨは（少なくともより良いＤＬのＨ
ＡＲＱ動作をサポートするために、ＰＵＣＣＨがＡＣＫ／ＮＡＣＫを搬送するとき）０．
５ミリ秒のサブフレーム持続時間をもつアップリンクサブフレームを有し得る（しかしな
がら、ＰＵＣＣＨは、ＣＱＩを搬送するとき１ミリ秒のサブフレーム持続時間をもつアッ
プリンクサブフレームを有し得る））。
【０１７２】
　[0195]　いくつかの実施形態では、インジケータは、通信の次の周期の間のサブフレー
ム持続時間を示すためにブロードキャスト（たとえば、ブロードキャストまたはグループ
キャスト）され得る。たとえば、ＥＰＢＣＨのビットは、次の８０ミリ秒の間、サブフレ
ーム持続時間が０．５ミリ秒か１ミリ秒かを示すために使用され得る。これは、特に、Ｃ
ＥＴ送信に有用であり得る。
【０１７３】
　[0196]　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのダウンリンクチャネルおよび／ま
たは少なくとも１つのアップリンクチャネルが、第１のサブフレーム持続時間を有する第
１のサブフレーム構造に基づくか、または第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造に基づくかを示すために、少なくとも１つの指示が送信または受信され得
る。場合によっては、および例として、ＵＥは、アップリンクチャネルおよび／またはダ
ウンリンクチャネルが基づくサブフレーム構造を示す情報を用いて半静的に構成され得る
。他の場合には、およびさらなる例として、ＵＥは、アップリンクチャネルおよび／また
はダウンリンクチャネルが基づくサブフレーム構造の指示を動的に提供され得る。一例で
は、ＤＣＩのビットは、ＰＤＳＣＨが第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフ
レーム構造に基づくか、または第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム
構造に基づくかを示すために使用され得る。
【０１７４】
　[0197]　いくつかの実施形態では、ダウンリンクチャネルまたはアップリンクチャネル
が、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造に基づくか、または第
２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造に基づくかの指示は、暗黙的
であり得る。たとえば、ＵＥは、ダウンリンク制御チャネルのサブフレーム持続時間（た
とえば、０．５ミリ秒または１ミリ秒）を検出し、ダウンリンク制御チャネルのサブフレ
ーム持続時間に少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク共有チャネル（たとえば、Ｐ
ＤＳＣＨ）のサブフレーム持続時間を決定することができる。
【０１７５】
　[0198]　方法１９００は、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域内にある
とき、動作の補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタン
ドアロンモードなどの様々なコンテキストにおいて実施され得る。たとえば、第１のキャ
リアは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内の１次コン
ポーネントキャリアとして決定される場合があり、第２のキャリアは、無認可無線周波数
スペクトル帯域内の２次コンポーネントキャリアとして決定され得る。場合によっては、
第２のキャリアは、１次コンポーネントキャリアへの補助ダウンリンクとして動作するこ
とができる。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリアは、キャリアアグリ
ゲーション動作の一部であり得る。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリ
アは、二重接続動作の一部であり得る。
【０１７６】
　[0199]　このようにして、方法１９００はワイヤレス通信を提供することができる。方
法１９００は一実装形態にすぎず、方法１９００の動作は、他の実装形態が実現可能であ
るように、再構成またはさもなければ修正され得ることに留意されたい。
【０１７７】
　[0200]　図２０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２０００
の別の例を示すフローチャートである。明確にするために、方法２０００は、図４および
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／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１つも
しくは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および／もしくは図９を参照して記載された
ｅＮＢ１０５、２０５、７０５、および／もしくは９０５のうちの１つもしくは複数、な
らびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図８、および／もしくは図９を参照して記載さ
れたＵＥ１１５、２１５、８１５、および／もしくは９１５のうちの１つもしくは複数の
態様を参照して下記に記載される。いくつかの実施形態では、装置４０５、５０５、ｅＮ
Ｂ１０５、２０５、７０５、９０５、および／またはＵＥ１１５、２１５、８１５、９１
５のうちの１つなどの装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、下記に記載される機能を実行するた
めに、装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するコードの１つまたは複数のセット
を実行することができる。
【０１７８】
　[0201]　ブロック２００５において、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック２００５
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５２５および／もしくは６１０を使用
して実行され得る。
【０１７９】
　[0202]　ブロック２０１０において、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサ
ブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造が決定され得る。第２のサブフレー
ム持続時間は、第１のサブフレーム持続時間よりも小さい場合がある。ブロック２０１０
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用
して実行され得る。
【０１８０】
　[0203]　ブロック２０１５において、第２のキャリア内のチャネルのダウンリンクリソ
ース、ダウンリンク復調基準信号（ＤＬ　ＤＭ－ＲＳ：downlink resources, downlink d
emodulation reference signal）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：ch
annel state information reference signal）のうちの少なくとも１つが、第２のサブフ
レーム構造の２つ以上のＲＢに基づいて、少なくとも１つのＵＥに割り当てられ得る。ブ
ロック２０１５における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／も
しくは図９を参照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、
９４１、および／もしくは９８１、ならびに／または図６を参照して記載されたリソース
割振りおよび割当てモジュール６３０を使用して実行され得る。
【０１８１】
　[0204]　ブロック２０２０において、装置またはｅＮＢが、第２のサブフレーム持続時
間を有する第２のサブフレーム構造を使用して、少なくとも１つのＵＥに第２のキャリア
内のチャネルを送信することができる。ブロック２０２０における動作は、場合によって
は、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照して記載された通信管理モジ
ュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／もしくは９８１、ならびに／
または図５および／もしくは図６を参照して記載された第２の無線周波数スペクトル帯域
通信管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用して実行され得る。
【０１８２】
　[0205]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、第１のキャリアはＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内であり得るし、第２のキャ
リアは無認可無線周波数スペクトル帯域内であり得る。
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【０１８３】
　[0206]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、第１のサブフレーム持続
時間は１ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得るし、第２のサブフレーム持続時間は０
．５ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得る。場合によっては、いくつかのダウンリン
クサブフレームは、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用
して、（たとえば、ｅＮＢからＵＥに）送信されるか、または（たとえば、ＵＥにおいて
ｅＮＢから）受信される場合があり、いくつかのアップリンクサブフレームは、第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造を使用して、（たとえば、ＵＥから
ｅＮＢに）送信されるか、または（たとえば、ｅＮＢにおいてＵＥから）受信される場合
があり、第２のサブフレーム持続時間は第１のサブフレーム持続時間よりも小さい。
【０１８４】
　[0207]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１８を参照して記載されたように、チ
ャネルのＤＬ　ＤＭ－ＲＳおよび／またはＣＳＩ－ＲＳは、各々第２のサブフレーム構造
の２つ以上のＲＢに基づいて割り当てられ得る。
【０１８５】
　[0208]　方法２０００は、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域内にある
とき、動作の補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタン
ドアロンモードなどの様々なコンテキストにおいて実施され得る。たとえば、第１のキャ
リアは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内の１次コン
ポーネントキャリアとして決定される場合があり、第２のキャリアは、無認可無線周波数
スペクトル帯域内の２次コンポーネントキャリアとして決定され得る。場合によっては、
第２のキャリアは、１次コンポーネントキャリアへの補助ダウンリンクとして動作するこ
とができる。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリアは、キャリアアグリ
ゲーション動作の一部であり得る。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリ
アは、二重接続動作の一部であり得る。
【０１８６】
　[0209]　このようにして、方法２０００はワイヤレス通信を提供することができる。方
法２０００は一実装形態にすぎず、方法２０００の動作は、他の実装形態が実現可能であ
るように、再構成またはさもなければ修正され得ることに留意されたい。
【０１８７】
　[0210]　図２１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２１００
の別の例を示すフローチャートである。明確にするために、方法２１００は、図４および
／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１つも
しくは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および／もしくは図９を参照して記載された
ｅＮＢ１０５、２０５、７０５、および／もしくは９０５のうちの１つもしくは複数、な
らびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図８、および／もしくは図９を参照して記載さ
れたＵＥ１１５、２１５、８１５、および／もしくは９１５のうちの１つもしくは複数の
態様を参照して下記に記載される。いくつかの実施形態では、装置４０５、５０５、ｅＮ
Ｂ１０５、２０５、７０５、９０５、および／またはＵＥ１１５、２１５、８１５、９１
５のうちの１つなどの装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、下記に記載される機能を実行するた
めに、装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するコードの１つまたは複数のセット
を実行することができる。
【０１８８】
　[0211]　ブロック２１０５において、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック２１０５
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５２５および／もしくは６１０を使用
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して実行され得る。
【０１８９】
　[0212]　ブロック２１１０において、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサ
ブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック２１１０
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用
して実行され得る。
【０１９０】
　[0213]　ブロック２１１５において、第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接
ＲＢを使用して、リソースが割り振られ得る。第２のサブフレーム構造の隣接ＲＢは、第
１のサブフレーム構造の単一のＲＢと一緒に機能することができる。ブロック２１１５に
おける動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照
して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／
もしくは９８１、ならびに／または図６を参照して記載されたリソース割振りおよび割当
てモジュール６３０を使用して実行され得る。
【０１９１】
　[0214]　ブロック２１２０において、装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、少なくとも第２の
サブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用して、少なくとも１つのノ
ードと通信することができる。装置、ｅＮＢ、またはＵＥが通信するノードは、別の装置
、ｅＮＢ、またはＵＥであり得る。ブロック２１２０における動作は、場合によっては、
図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照して記載された通信管理モジュー
ル４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／もしくは９８１、ならびに／また
は図５および／もしくは図６を参照して記載された第２の無線周波数スペクトル帯域通信
管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用して実行され得る。
【０１９２】
　[0215]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、第１のキャリアはＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内であり得るし、第２のキャ
リアは無認可無線周波数スペクトル帯域内であり得る。
【０１９３】
　[0216]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間は、第１のサブフレー
ム持続時間よりも小さい場合がある。たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、たとえば、第１のサブフ
レーム持続時間は１ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得るし、第２のサブフレーム持
続時間は０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得る。場合によっては、いくつかの
ダウンリンクサブフレームは、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム
構造を使用して、（たとえば、ｅＮＢからＵＥに）送信されるか、または（たとえば、Ｕ
ＥにおいてｅＮＢから）受信される場合があり、いくつかのアップリンクサブフレームは
、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造を使用して、（たとえば
、ＵＥからｅＮＢに）送信されるか、または（たとえば、ｅＮＢにおいてＵＥから）受信
される場合があり、第２のサブフレーム持続時間は第１のサブフレーム持続時間よりも小
さい。
【０１９４】
　[0217]　いくつかの実施形態では、ＴＢＳの決定は、第２のサブフレーム構造の少なく
とも１対の隣接ＲＢを使用して実行され得る。たとえば、場合によっては、第１のサブフ
レーム構造のサブフレームは１００個のＲＢ（たとえば、ＲＢ０～９９）を有する場合が
あり、第２のサブフレーム構造のサブフレームは、各ＤＲＢｋがＲＢ２ｋおよびＲＢ２ｋ
＋１に対応するように、５０個の二重ＲＢ（たとえば、ＤＲＢ０～４９）を有し得る。こ
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れらの場合、たとえば、第１のサブフレーム持続時間が１ミリ秒であり、第２のサブフレ
ーム持続時間が０．５ミリ秒であると仮定すると、第１のサブフレーム構造および第２の
サブフレーム構造について、同じＴＢＳの決定（たとえば、ＴＢＳの探索）または（最小
の変更を伴う）同様のＴＢＳの決定が実行され得る。
【０１９５】
　[0218]　第２のサブフレーム構造の単一のＲＢのみを使用して（たとえば、第２のサブ
フレーム構造の少なくとも１対の隣接ＲＢを使用しないで）リソースが割り振られると、
第２のサブフレーム構造について実行されるＴＢＳの決定は、第１のサブフレーム構造に
ついて実行されるＴＢＳの決定と比較して調整される必要があり得る。たとえば、いくつ
かの割り当てられたＲＢは、インデックスを生成するために第２のサブフレーム持続時間
に基づく係数によって乗算される必要があり得、インデックスは、第１のサブフレーム構
造について実行されるＴＢＳの決定と同様にＴＢＳの決定を実行するために使用される。
第１のサブフレーム持続時間が１ミリ秒であり、第２のサブフレーム持続時間が０．５ミ
リ秒であるとき、係数は０．５であり得る。
【０１９６】
　[0219]　ＲＢおよびＤＲＢのリソース割振りが、それぞれ第１のサブフレーム構造およ
び第２のサブフレーム構造に使用されると、第２のサブフレーム構造を使用してＣＳＩフ
ィードバックを送信するためのサブバンドサイズは、第１のサブフレーム構造を使用して
送信されるＣＳＩフィードバック用のサブバンドサイズと比較して調整される必要があり
得る。たとえば、第１のサブフレーム構造が１ミリ秒の持続時間を有し、第１のキャリア
がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線周波数スペクトル帯域内にあるとき、ＣＳＩフィードバックを
送信するために８ＲＢのサブバンドが使用される場合があり、一方、第２のサブフレーム
構造が０．５ミリ秒の持続時間を有し、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯
域内にあるとき、ＣＳＩフィードバック用のサブバンドサイズは、１６ＲＢのサブバンド
を含むように調整され得る。第２のキャリアにおいて第２のサブフレーム構造を使用する
ＣＳＩフィードバック用のサブバンドサイズは、代替的に同じに保たれ得るが、ＣＱＩイ
ンデックスを導出するとき、第２のサブフレーム構造と比較してサブフレーム当たりのリ
ソース要素（ＲＥ）の削減された数が、考慮に入れられる必要があり得る。周期的ＣＱＩ
用の構成は、第１のキャリアにおける第１のサブフレーム構造と第２のキャリアにおける
第２のサブフレーム構造の両方について同じままであり得る。
【０１９７】
　[0220]　方法２１００は、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域内にある
とき、動作の補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタン
ドアロンモードなどの様々なコンテキストにおいて実施され得る）。たとえば、第１のキ
ャリアは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内の１次コ
ンポーネントキャリアとして決定される場合があり、第２のキャリアは、無認可無線周波
数スペクトル帯域内の２次コンポーネントキャリアとして決定され得る。場合によっては
、第２のキャリアは、１次コンポーネントキャリアへの補助ダウンリンクとして動作する
ことができる。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリアは、キャリアアグ
リゲーション動作の一部であり得る。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャ
リアは、二重接続動作の一部であり得る。
【０１９８】
　[0221]　このようにして、方法２１００はワイヤレス通信を提供することができる。方
法２１００は一実装形態にすぎず、方法２１００の動作は、他の実装形態が実現可能であ
るように、再構成またはさもなければ修正され得ることに留意されたい。
【０１９９】
　[0222]　図２２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２２００
の別の例を示すフローチャートである。明確にするために、方法２２００は、図４および
／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１つも
しくは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および／もしくは図９を参照して記載された
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ｅＮＢ１０５、２０５、７０５、および／もしくは９０５のうちの１つもしくは複数、な
らびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図８、および／もしくは図９を参照して記載さ
れたＵＥ１１５、２１５、８１５、および／もしくは９１５のうちの１つもしくは複数の
態様を参照して下記に記載される。いくつかの実施形態では、装置４０５、５０５、ｅＮ
Ｂ１０５、２０５、７０５、９０５、および／またはＵＥ１１５、２１５、８１５、９１
５のうちの１つなどの装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、下記に記載される機能を実行するた
めに、装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するコードの１つまたは複数のセット
を実行することができる。
【０２００】
　[0223]　ブロック２２０５において、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック２２０５
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５２５および／もしくは６１０を使用
して実行され得る。
【０２０１】
　[0224]　ブロック２２１０において、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサ
ブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック２２１０
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用
して実行され得る。
【０２０２】
　[0225]　ブロック２２１５において、第２のサブフレーム構造のサブフレームのコンポ
ーネントキャリア（ＣＣ）がスケジュールされ得る。ブロック２２１５における動作は、
場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照して記載された
通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／もしくは９８１
、ならびに／または図６を参照して記載されたコンポーネントキャリアスケジューリング
モジュール６３５を使用して実行され得る。
【０２０３】
　[0226]　ブロック２２２０において、装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、少なくとも第２の
サブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造を使用して、少なくとも１つのノ
ードと通信することができる。装置、ｅＮＢ、またはＵＥが通信するノードは、別の装置
、ｅＮＢ、またはＵＥであり得る。ブロック２２２０における動作は、場合によっては、
図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照して記載された通信管理モジュー
ル４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／もしくは９８１、ならびに／また
は図５および／もしくは図６を参照して記載された第２の無線周波数スペクトル帯域通信
管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用して実行され得る。
【０２０４】
　[0227]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、第１のキャリアはＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内であり得るし、第２のキャ
リアは無認可無線周波数スペクトル帯域内であり得る。
【０２０５】
　[0228]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間は、第１のサブフレー
ム持続時間よりも小さい場合がある。たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、たとえば、第１のサブフ
レーム持続時間は１ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得るし、第２のサブフレーム持
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続時間は０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得る。場合によっては、いくつかの
ダウンリンクサブフレームは、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム
構造を使用して、（たとえば、ｅＮＢからＵＥに）送信されるか、または（たとえば、Ｕ
ＥにおいてｅＮＢから）受信される場合があり、いくつかのアップリンクサブフレームは
、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造を使用して、（たとえば
、ＵＥからｅＮＢに）送信されるか、または（たとえば、ｅＮＢにおいてＵＥから）受信
される場合があり、第２のサブフレーム持続時間は第１のサブフレーム持続時間よりも小
さい。
【０２０６】
　[0229]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム構造を有するサブフレームのＣ
Ｃをスケジュールするために、同一キャリアスケジューリングが使用され得る。たとえば
、図１１を参照して記載されたように、たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域のサ
ブフレームのＣＣは、サブフレーム単位でスケジュールされ得る。別の例として、無認可
無線周波数スペクトル帯域のサブフレームのＣＣは、サブフレームをまたいでスケジュー
ルされるか、または複数のサブフレームについてスケジュールされる場合があり、たとえ
ば、各偶数の無認可無線周波数スペクトル帯域のサブフレームは、それ自体と次の奇数の
無認可無線周波数スペクトル帯域のサブフレームとをスケジュールすることができる。Ｅ
ＰＤＣＣＨは、同一キャリアスケジューリングに使用される場合があり、そのより細かい
リソース細分性の結果として有用であり得る。場合によっては、ＥＰＤＣＣＨリソース割
振り／構成は、ＤＲＢとして行われ得る。
【０２０７】
　[0230]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム構造のサブフレームのＣＣをス
ケジュールするために、クロスキャリアスケジューリングが使用され得る。たとえば、図
１２を参照して記載されたように、たとえば、制御チャネル（たとえば、ＰＤＣＣＨまた
は別のタイプの制御チャネル）は、第１のサブフレーム構造に基づくサブフレームから第
２のサブフレーム構造に基づくサブフレームにＣＣをクロススケジュールするために使用
され得る。代替として、クロスキャリアスケジューリングは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフ
レーム構造に基づくサブフレームから無認可無線周波数スペクトル帯域のサブフレーム構
造に基づくサブフレームへのＥＰＤＣＣＨのような構造に基づくことができる。ＰＤＣＣ
Ｈがクロスキャリアスケジューリングに使用される場合、特に、スケジューリングキャリ
アが無認可無線周波数スペクトル帯域キャリア（図示せず）であるとき、１シンボルより
も小さいＰＤＣＣＨリソース細分性（たとえば、０．５シンボルの細分性）が使用され得
る。代替的に、ｉ）第１のシンボル内の偶数のＲＢ（もしくはＤＲＢ）、ｉｉ）第１のシ
ンボル全体、またはｉｉｉ）第１のシンボル全体プラス第２のシンボル内の偶数のＲＢ（
もしくはＤＲＢ）などの、様々なリソース細分性が使用され得る。場合によっては、１つ
のセルが偶数のＲＢ（またはＤＲＢ）を使用する場合があり、異なるセルが奇数のＲＢ（
またはＤＲＢ）を使用し得る。代替的に、たとえば、図１６を参照して記載されたように
、第２のサブフレーム構造のサブフレームのＣＣ内で、クロスキャリアスケジューリング
が実行され得る。クロスキャリアスケジューリングは、サブフレームの早期復号のための
機会を提供することができる。
【０２０８】
　[0231]　方法２２００は、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域内にある
とき、動作の補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタン
ドアロンモードなどの様々なコンテキストにおいて実施され得る。たとえば、第１のキャ
リアは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内の１次コン
ポーネントキャリアとして決定される場合があり、第２のキャリアは、無認可無線周波数
スペクトル帯域内の２次コンポーネントキャリアとして決定され得る。場合によっては、
第２のキャリアは、１次コンポーネントキャリアへの補助ダウンリンクとして動作するこ
とができる。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリアは、キャリアアグリ
ゲーション動作の一部であり得る。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリ
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アは、二重接続動作の一部であり得る。
【０２０９】
　[0232]　このようにして、方法２２００はワイヤレス通信を提供することができる。方
法２２００は一実装形態にすぎず、方法２２００の動作は、他の実装形態が実現可能であ
るように、再構成またはさもなければ修正され得ることに留意されたい。
【０２１０】
　[0233]　図２３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２３００
の別の例を示すフローチャートである。明確にするために、方法２３００は、図４および
／もしくは図５を参照して記載された装置４０５および／もしくは５０５のうちの１つも
しくは複数、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図７、および／もしくは図９を参照して記載された
ｅＮＢ１０５、２０５、７０５、および／もしくは９０５のうちの１つもしくは複数、な
らびに／または、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図８、および／もしくは図９を参照して記載さ
れたＵＥ１１５、２１５、８１５、および／もしくは９１５のうちの１つもしくは複数の
態様を参照して下記に記載される。いくつかの実施形態では、装置４０５、５０５、ｅＮ
Ｂ１０５、２０５、７０５、９０５、および／またはＵＥ１１５、２１５、８１５、９１
５のうちの１つなどの装置、ｅＮＢ、またはＵＥは、下記に記載される機能を実行するた
めに、装置、ｅＮＢ、またはＵＥの機能要素を制御するコードの１つまたは複数のセット
を実行することができる。
【０２１１】
　[0234]　ブロック２３０５において、第１のキャリアにおいて通信するための第１のサ
ブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック２３０５
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
１の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５２５および／もしくは６１０を使用
して実行され得る。
【０２１２】
　[0235]　ブロック２３１０において、第２のキャリアにおいて通信するための第２のサ
ブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム構造が決定され得る。ブロック２３１０
における動作は、場合によっては、図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参
照して記載された通信管理モジュール４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および
／もしくは９８１、ならびに／または図５および／もしくは図６を参照して記載された第
２の無線周波数スペクトル帯域通信管理モジュール５３０および／もしくは６１５を使用
して実行され得る。
【０２１３】
　[0236]　ブロック２３１５において、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブ
フレーム構造に基づく１つまたは複数のダウンリンクサブフレームが、（たとえば、ｅＮ
ＢからＵＥに）送信され得る。ブロック２３１５における動作は、場合によっては、図４
、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照して記載された通信管理モジュール４
１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／もしくは９８１、ならびに／または図
５および／もしくは図６を参照して記載された第２の無線周波数スペクトル帯域通信管理
モジュール５３０および／もしくは６１５を使用して実行され得る。
【０２１４】
　[0237]　ブロック２３２０において、１つまたは複数のダウンリンクサブフレームに対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが、アップリンクサブフレームを介して（たとえば
、ｅＮＢにおいて）受信され得る。ブロック２３２０における動作は、場合によっては、
図４、図５、図７、図８、および／もしくは図９を参照して記載された通信管理モジュー
ル４１５、５１５、７９０、８６０、９４１、および／もしくは９８１、ならびに／また
は図６を参照して記載されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ管理モジュール６４０を使用して実行され
得る。
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【０２１５】
　[0238]　いくつかの実施形態では、たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、第１のキャリアはＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内であり得るし、第２のキャ
リアは無認可無線周波数スペクトル帯域内であり得る。
【０２１６】
　[0239]　いくつかの実施形態では、第２のサブフレーム持続時間は、第１のサブフレー
ム持続時間よりも小さい場合がある。たとえば、図１０～図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、
および／または図１８のいずれかを参照して記載されたように、たとえば、第１のサブフ
レーム持続時間は１ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得るし、第２のサブフレーム持
続時間は０．５ミリ秒のサブフレーム持続時間であり得る。場合によっては、いくつかの
ダウンリンクサブフレームは、第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサブフレーム
構造を使用して、（たとえば、ｅＮＢからＵＥに）送信されるか、または（たとえば、Ｕ
ＥにおいてｅＮＢから）受信される場合があり、いくつかのアップリンクサブフレームは
、第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサブフレーム構造を使用して、（たとえば
、ＵＥからｅＮＢに）送信されるか、または（たとえば、ｅＮＢにおいてＵＥから）受信
される場合があり、第２のサブフレーム持続時間は第１のサブフレーム持続時間よりも小
さい。
【０２１７】
　[0240]　いくつかの実施形態では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信／受信する
目的で、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリンクサブフレームが、第１
のサブフレーム構造に基づく単一のアップリンクサブフレームにマッピングされる場合が
あり、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリンクサブフレームに対するＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、第１のサブフレーム構造に基づく単一のアップリンク
サブフレームにおいて送信または受信され得る。これの例は、図１１および／または図１
２を参照して記載されている。他の実施形態では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送
信／受信する目的で、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリンクサブフレ
ームが、第２のサブフレーム構造に基づく単一のアップリンクサブフレームにマッピング
される場合があり、第２のサブフレーム構造に基づく２つ以上のダウンリンクサブフレー
ムに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、第２のサブフレーム構造に基づく単一の
アップリンクサブフレームにおいて受信され得る。これの例は、図１６を参照して記載さ
れている。
【０２１８】
　[0241]　方法２３００は、第２のキャリアが無認可無線周波数スペクトル帯域内にある
とき、動作の補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、またはスタン
ドアロンモードなどの様々なコンテキストにおいて実施され得る。たとえば、第１のキャ
リアは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／または認可無線周波数スペクトル帯域内の１次コン
ポーネントキャリアとして決定される場合があり、第２のキャリアは、無認可無線周波数
スペクトル帯域内の２次コンポーネントキャリアとして決定され得る。場合によっては、
第２のキャリアは、１次コンポーネントキャリアへの補助ダウンリンクとして動作するこ
とができる。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリアは、キャリアアグリ
ゲーション動作の一部であり得る。場合によっては、第１のキャリアおよび第２のキャリ
アは、二重接続動作の一部であり得る。
【０２１９】
　[0242]　このようにして、方法２３００はワイヤレス通信を提供することができる。方
法２３００は一実装形態にすぎず、方法２３００の動作は、他の実装形態が実現可能であ
るように、再構成またはさもなければ修正され得ることに留意されたい。
【０２２０】
　[0243]　場合によっては、図１９、図２０、図２１、図２２、および／または図２３を
参照して記載された方法１９００、２０００、２１００、２２００、および／または２３
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００のうちの２つ以上は、組み合わされ得る。
【０２２１】
　[0244]　添付の図面に関連して上記に記載された発明を実施するための形態は、例示的
な実施形態を記載しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを
表すものではない。「例（example）」および「例示的（exemplary）」という語は、この
説明において使用されるとき、「例、事例、または例示として働く」ことを意味し、「好
ましい（preferred）」または「他の実施形態よりも有利である（advantageous over oth
er embodiments）」ことを意味するものではない。発明を実施するための形態は、記載さ
れる技法の理解を与える目的で、特定の詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、こ
れらの特定の詳細なしに実践され得る。いくつかの事例では、記載された実施形態の概念
を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスが、ブロッ
ク図の形式で示されている。
【０２２２】
　[0245]　情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子
、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０２２３】
　[0246]　本明細書の開示に関して記載された様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは
他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェア構成要素、または本明細書に記載された機能を実行するように設計されたそれらの任
意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであ
り得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイス
の組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそ
のような構成としても実装され得る。
【０２２４】
　[0247]　本明細書に記載された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアに実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
たはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の
範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記に記載された機能
は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの
いずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装
する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散
されることを含む、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含む本
明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で始まる項目のリスト内で使用さ
れる「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストが
、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、Ａおよ
びＢおよびＣ）を意味するような選言的リストを示す。
【０２２５】
　[0248]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の
両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用のコンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読記憶媒体は、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレ
ージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または命令もしく
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はデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送もしくは格納するために使用さ
れ得るし、汎用もしくは専用のコンピュータ、または汎用もしくは専用のプロセッサによ
ってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、任意の接続は、コ
ンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、
ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術を使用して、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、または他のリモ
ートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、Ｄ
ＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などワイヤレス技術は、媒体の定義に含ま
れる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディ
スク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、
デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）
、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、
データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。
上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２２６】
　[0249]　本開示の前の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にする
ために提供される。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書に
おいて定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形
態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、例ま
たは事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または必要としな
い。したがって、本開示は、本明細書に記載された例および設計に限定されるべきではな
く、本明細書で開示される原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲が与えられるべ
きである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信することとを備える、ワイヤレス通信のための方法
。
［Ｃ２］
　前記第１のキャリアが認可無線周波数スペクトル帯域内であり、前記第２のキャリアが
無認可無線周波数スペクトル帯域内である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
送信することと、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
送信することとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
受信することと、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
受信することとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して、少なくとも１つのユーザ機器に、前記第
２のキャリア内のチャネルを送信することをさらに備え、前記第２のサブフレーム持続時
間が前記第１のサブフレーム持続時間よりも小さい、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
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　前記第２のサブフレーム構造の２つ以上のリソースブロック（ＲＢ）に基づいて、前記
少なくとも１つのユーザ機器に、前記チャネルの、ダウンリンクリソース、ダウンリンク
復調基準信号（ＤＬ　ＤＭ－ＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
のうちの少なくとも１つを割り当てることをさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接リソースブロック（ＲＢ）を使用
してリソースを割り振ることをさらに備え、前記第２のサブフレーム構造の前記隣接ＲＢ
が、前記第１のサブフレーム構造の単一のＲＢと一緒に機能する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のサブフレーム構造に対して、前記第２のサブフレーム構造についてのトラン
スポートブロックサイズ（ＴＢＳ）の決定、またはチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィード
バック用のサブバンドサイズのうちの少なくとも１つを調整することをさらに備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のサブフレーム構造に基づくサブフレームから前記第２のサブフレーム構造に
基づくサブフレームに、コンポーネントキャリア（ＣＣ）をクロススケジュールするため
に制御チャネルを使用することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　クロスサブフレームスケジューリングまたはマルチサブフレームスケジューリングのう
ちの少なくとも１つを使用して、前記第２のサブフレーム構造を有するサブフレームのコ
ンポーネントキャリア（ＣＣ）にスケジューリングを実行することをさらに備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１１］
　アップリンクサブフレームを介して、１つまたは複数のダウンリンクサブフレームに対
する肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを受信することをさらに備
え、前記１つまたは複数のダウンリンクサブフレームが前記第２のサブフレーム構造に基
づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのために、前記第２のサブフレーム構造に基づく２つ
以上のダウンリンクサブフレームが、前記第１のサブフレーム構造に基づく単一のアップ
リンクサブフレームにマッピングされる、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１のサブフレーム構造の単一のサブフレームを使用して、前記第２のサブフレー
ム構造の複数のサブフレームをスケジュールすることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ１４］
　送信されるべきチャネルのタイプを識別することと、
　前記第１のサブフレーム持続時間または前記第２のサブフレーム持続時間のいずれかを
使用して、アップリンクサブフレームにおいて前記チャネルのタイプを送信することとを
さらに備え、前記サブフレーム持続時間が前記識別されたチャネルタイプに少なくとも部
分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　少なくとも１つのダウンリンクチャネルまたは少なくとも１つのアップリンクチャネル
が、前記第１のサブフレーム持続時間を有する前記第１のサブフレーム構造に基づくか、
または前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造に基づくか
の少なくとも１つの指示を受信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　ダウンリンク制御チャネルのサブフレーム持続時間を検出することと、
　前記ダウンリンク制御チャネルの前記サブフレーム持続時間に少なくとも部分的に基づ
いて、ダウンリンク共有チャネルのサブフレーム持続時間を決定することとをさらに備え
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る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのノードが、ユーザ機器（ＵＥ）または発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記第１のキャリアおよび前記第２のキャリアが、キャリアアグリゲーション動作の一
部である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記第１のキャリアおよび前記第２のキャリアが、二重接続動作の一部である、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ２０］
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定するための手段と、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定するための手段と、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信するための手段とを備える、ワイヤレス通信のため
の装置。
［Ｃ２１］
　前記第１のキャリアが認可無線周波数スペクトル帯域内であり、前記第２のキャリアが
無認可無線周波数スペクトル帯域内である、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して、少なくとも１つのユーザ機器に、前記第
２のキャリア内のチャネルを送信するための手段をさらに備え、前記第２のサブフレーム
持続時間が前記第１のサブフレーム持続時間よりも小さい、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信することとを行うように、前記プロセッサによって
実行可能である、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のキャリアが認可無線周波数スペクトル帯域内であり、前記第２のキャリアが
無認可無線周波数スペクトル帯域内である、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記命令が、
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
送信することと、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
送信することとを行うように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２３に記載の
装置。
［Ｃ２６］
　前記命令が、
　前記第１のサブフレーム持続時間を使用して前記第１のキャリア内の第１のチャネルを
受信することと、
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　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して前記第２のキャリア内の第２のチャネルを
受信することとを行うように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２３に記載の
装置。
［Ｃ２７］
　前記命令が、
　前記第２のサブフレーム持続時間を使用して、少なくとも１つのユーザ機器に、前記第
２のキャリア内のチャネルを送信することを行うように、前記プロセッサによって実行可
能であり、前記第２のサブフレーム持続時間が前記第１のサブフレーム持続時間よりも小
さい、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記命令が、
　前記第２のサブフレーム構造の２つ以上のリソースブロック（ＲＢ）に基づいて、前記
少なくとも１つのユーザ機器に、前記チャネルの、ダウンリンクリソース、ダウンリンク
復調基準信号（ＤＬ　ＤＭ－ＲＳ）、またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
のうちの少なくとも１つを割り当てることを行うように、前記プロセッサによって実行可
能である、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記命令が、
　前記第２のサブフレーム構造の少なくとも１対の隣接リソースブロック（ＲＢ）を使用
してリソースを割り振ることを行うように、前記プロセッサによって実行可能であり、前
記第２のサブフレーム構造の前記隣接ＲＢが、前記第１のサブフレーム構造の単一のＲＢ
と一緒に機能する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体であって、前記コードが、
　第１のキャリアにおいて通信するための第１のサブフレーム持続時間を有する第１のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　第２のキャリアにおいて通信するための第２のサブフレーム持続時間を有する第２のサ
ブフレーム構造を決定することと、
　少なくとも前記第２のサブフレーム持続時間を有する前記第２のサブフレーム構造を使
用して少なくとも１つのノードと通信することとを行うように、プロセッサによって実行
可能である、非一時的コンピュータ可読媒体。
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